
別表１

① ② ③ ④

交通・物流 国土保全 農林 都市・住宅/土地利用

1-1
巨大地震による住宅・建築物の倒壊や密集市街地等
の大規模火災に伴う甚大な人的被害の発生

・民間建築物の耐震化
・ブロック塀の除却促進
・都市景観の形成
・空き家対策

1-2
集中豪雨等による市街地や集落等の大規模かつ長期
にわたる浸水による人的被害の発生

・浸水被害対策の実施 ・排水機場老朽化対策 ・適切な立地誘導

1-3
大規模土砂災害による集落等の壊滅や甚大な人的被
害の発生

・大規模盛土造成地スクリーニング
・適切な立地誘導

1-4
避難行動に必要な情報が適切に住民に提供されない
ことや情報伝達の不備等による、人的被害の発生

2-1
被災地での食料・飲料水等、電力、燃料等、生命に
関わる物資・エネルギー供給の長期停止

2-2 多数かつ長期にわたる孤立集落の発生
・広域的な交通ネットワークの強化
・道路施設の維持・長寿命化対策

2-3
警察、消防等の被災等による救助･救急活動等の遅
れ及び重大な不足

・水防団員等の確保・育成

2-4 医療・福祉施設及び関係者の絶対的不足・被災

2-5
被災地における疫病・感染症等の集団クラスターの
発生

・応急仮設住宅の円滑かつ迅速な供
給

2-6
劣悪な生活環境、不十分な健康管理による多数の被
災者の健康状態の悪化・死者の発生

・応急仮設住宅の円滑かつ迅速な供
給

3-1 町職員･施設等の被災による行政機能の大幅な低下

3-2
被災による警察機能の大幅な低下による治安の悪
化、社会の混乱

4-1
サプライチェーンの寸断等による経済活動の麻痺や
風評被害等による観光経済等への影響

4-2
幹線が分断する等、基幹的交通ネットワークの長期
間にわたる機能停止

・広域的な交通ネットワークの強化
・道路施設の維持・長寿命化対策

・民間建築物の耐震化

4-3 食料や物資の供給の途絶 ・担い手確保

5-1
ライフライン（電気、ガス、上下水道等）の長期間
にわたる機能停止

5-2 地域交通ネットワークの分断
・広域的な交通ネットワークの強化
・道路施設の維持・長寿命化対策

・ネットワークの確保

5-3
異常渇水等による用水の供給途絶に伴う、生産活動
への甚大な影響

・渇水対策

6-1
ため池、堤防、防災施設等の損壊・機能不全による
二次災害の発生

・排水機能の確保

6-2 農地・森林等の荒廃による被害の拡大 ・農業基盤整備事業

7-1
災害廃棄物の処理の停滞等による復旧・復興の大幅
な遅れ

7-2 人材等の不足による復旧･復興の大幅な遅れ ・TEC-FORCEとの連携強化 ・担い手確保

7-3
幹線道路の損壊や広域的地盤沈下等による復旧･復
興の大幅な遅れ

・広域的な交通ネットワークの強化
・道路施設の維持・長寿命化対策

7-4
貴重な文化財や環境的資産の喪失、地域コミュニ
ティの崩壊等による有形・無形の文化の衰退・喪失

7-5
事業用地の確保、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の
整備が進まないことによる復興の遅れ

・地籍調査の推進 ・応急仮設住宅の円滑かつ迅速な供
給

7
地域社会・経済が迅速か
つ従前より強靱な姿で復
興できる条件を整備する

3
必要不可欠な行政機能は
確保する

4
生活・経済活動を機能不
全に陥らせない

5

ライフライン、燃料、交
通ネットワーク等の被害
を最小限に留めるととも
に、早期に復旧させる

6
制御不能な複合災害・二
次災害を発生させない

「起きてはならない最悪の事態」・「施策分野」の脆弱性評価結果項目一覧　

1 直接死を最大限防ぐ

2

救助・救急、医療活動等
が迅速に行われるととも
に、被災者等の健康・避
難生活環境を確実に確保
する

起きてはならない最悪の事態
（リスクシナリオ）

事前に備えるべき目標
個別施策分野

7項目 25項目
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別表１

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

保健医療・福祉 産業・経済
ライフライン・

情報通信
行政機能/
警察/消防

環境
ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

防災教育・人材育成
メンテナンス・

老朽化対策

・計画的な施設管理
・学校施設の防災機能の強化
・防火水槽の耐震化
・初期消火対策
・出火防止対策

・家具の固定
・民間建築物の耐震化
・ブロック塀の除却促進
・防火水槽の耐震化
・防災教育の推進

・防災行政無線の整備
・安心防災ネットの活用促進
・防災アプリの活用促進

・防災教育の推進

・要配慮者避難対策
・防災行政無線の整備
・安心防災ネットの活用促進
・防災アプリの活用促進

・防災教育の推進

・要配慮者避難対策

・防災行政無線の整備
・安心防災ネットの活用促進
・防災アプリの活用促進

・緊急地震速報時の対応強化
・避難施設の確保
・越境避難体制の充実
・避難所機能の充実
・適切な避難行動の周知啓発

・ハザードマップの活用
・自主防災組織育成
・防災教育の推進
・適切な避難行動の周知啓発

・水道施設の耐震化 ・備蓄品整備
・受援計画による災害対応力の強化

・備蓄品整備

・消防力の強化
・消防団の災害対応能力強化のため
の資機材整備
・警察力の迅速化、効率化

・災害拠点病院の耐震化促進
・医療救護体制の充実
・社会福祉施設の耐震化促進

・防災教育の推進

・感染症対策
・トイレの感染症対策
・感染症対策(学校)

・災害廃棄物処理体制の充実 ・防災教育の推進

・域内環境の保全と維持 ・防災教育の推進

・防災拠点（災害対策本部）の整備
・業務継続計画（BCP）の推進
・業務継続体制の整備
・防災拠点（災害対策本部）の整備

・防災拠点（災害対策本部）の整備

・警察力の集中力運用

・BCPの策定促進
・風評被害の防止

・メンテナンスに関する人材の育成

・備蓄品整備
・受援計画による災害対応力の強化

・水道施設の耐震化
・下水道の長寿命化

・中部電力等民間企業との連携 ・中部電力等民間企業との連携 ・水道施設耐震化
・下水道の長寿命化

・メンテナンスに関する人材の育成

・災害廃棄物処理の計画的履行

・ボランティア対策
・罹災証明発行事務の効率化

・岐阜県及び市町村災害時相互応援
協定による人材派遣
・受援計画による災害対応力の強化
・応急危険度判定士の確保

・防災士育成
・地域自治町民会議の設立
　及び活動支援
・応急危険度判定士の確保
・防災教育の推進

・広域的な交通ネットワークの強化
・道路施設の維持・長寿命化対策

・町内指定文化財の現状調査
・町内文化財等のデジタルアーカイ
ブ化

「起きてはならない最悪の事態」・「施策分野」の脆弱性評価結果項目一覧

横断的分野個別施策分野
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事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
施

策
分

野
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
指

標
の

名
称

（
K
P
I
）

指
標

の
現

状
値

指
標

の
目

標
値

担
当

課

1
-
1

民
間
建
築
物
の
耐
震
化

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

民
間
建
築
物
の
耐
震
化
率

5
7
%
【
H
2
9
】

9
5
%
【
H
3
2
】

建
設
課

1
-
1

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
促
進

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

通
学
路
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
却
率

R
1
：
2
件

除
却
必
要
件
数
：

9
4
/
8
0
4

5
0
件
【
R
7
】

建
設
課

1
-
1

都
市
景
観
の
形
成

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

－
－

－
建
設
課

1
-
1

空
き
家
対
策

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

空
き
家
の
除
却
率

1
件
(
R
2
)

1
0
件
(
R
7
)

建
設
課

1
-
1

計
画
的
な
施
設
管
理

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

公
共
施
設
耐
震
化
率

調
査
(
R
2
)

1
0
0
％
(
R
7
)

建
設
課

1
-
1

学
校
施
設
の
防
災
機
能
の

強
化

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
校
数

６
校

９
校

教
育
総
務
課

1
-
1

防
火
水
槽
の
耐
震
化

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

防
火
水
槽
の
耐
震
化
率

1
3
％
(
R
2
)

1
5
％
(
R
7
)

消
防
本
部

1
-
1

初
期
消
火
対
策

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

養
老
町
消
防
施
設
整
備
補
助

金
交
付
要
綱

あ
り
(
R
2
)

あ
り
(
R
7
)
維
持

消
防
本
部

1
-
1

出
火
防
止
対
策

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

率
8
3
%
(
R
1
)

1
0
0
%
(
R
7
)

消
防
本
部

1
-
1

家
具
の
固
定

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

－
－

－
建
設
課

1
-
1

防
災
教
育
の
推
進

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

各
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
校

９
校
【
Ｒ
２
】

９
校

教
育
総
務
課

1
-
2

排
水
機
場
老
朽
化
対
策

農
林

－
－

－
産
業
観
光
課

1
-
2

適
切
な
立
地
誘
導

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

立
地
適
正
化
計
画
策
定

未
策
定
(
R
2
)

策
定
(
R
7
)

建
設
課

1
-
2

浸
水
被
害
対
策
の
実
施

国
土
保
全

雨
水
公
共
下
水
道
の
整
備
率

（
整
備
完
了
面
積
／
計
画
区

域
面
積
）

0
%
【
R
1
】

1
0
0
%
【
R
3
】

建
設
課

1
-
2

防
災
行
政
無
線
の
整
備

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

防
災
行
政
無
線
子
局
数

3
7
基
【
R
1
】

4
2
基
【
R
2
】

総
務
課

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

（
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」
ご
と
の
脆
弱
性
評
価
結
果

7
項

目
2
5
項

目

直
接

死
を

最
大

限
防

ぐ
公
共
建
築
物
と
比
較
す
る
と
耐
震
化
が
進
ん
で
い
な
い
。
耐
震
化
の
重
要
性
と
必
要
性
に
つ
い
て
の

普
及
啓
発
と
、
無
料
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
補
助
な
ど
の
耐
震
化
を
支
援
す
る
施
策
を
よ
り
一
層
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
基
準
建
築
物
の
建
て
替
え
、
耐
震
改
修
の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

小
中
学
生
の
通
学
路
に
お
い
て
、
倒
壊
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
安
全
確
保
事
業
の
補
助
制

度
を
設
け
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

災
害
時
に
危
険
な
老
朽
化
し
た
屋
外
広
告
物
に
対
す
る
適
切
な
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時
の
空
家
の
倒
壊
に
よ
る
道
路
の
閉
塞
や
火
災
発
生
等
を
防
止
す
る
た
め
、
空
家

の
利
活
用
（
空
家
空
き
地
バ
ン
ク
）
や
通
学
路
沿
い
の
空
き
家
の
除
却
を
支
援
す
る
な
ど
、
総
合
的

な
空
家
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
や
長
寿
命
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
今
後
の
円
滑
な
公
共
施
設
の
統
廃
合
等
の
た
め
に
、
住
民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
災
害
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
、
ま
た
地
域
住
民
の
避
難
所
と

し
て
必
要
な
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

町
内
の
防
火
水
槽
の
耐
震
化
率
は
1
3
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
た
め
、
新
設
の
防
火
水
槽
に
つ
い
て

は
、
耐
震
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
各
地
区
へ
消
防
施
設
整
備
補
助
金
の
利
用
を
促
し
、
防

火
水
槽
の
設
置
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

消
防
の
用
に
供
す
る
施
設
を
整
備
す
る
地
区
に
対
し
て
、
補
助
金
等
で
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火

災
の
初
期
消
火
や
延
焼
拡
大
防
止
に
向
け
た
地
域
消
防
力
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
を
令
和
２

年
度
ま
で
に
８
基
を
増
設
し
、
難
聴
地
域
の
解
消
を
図
る
。
災
害
時
に
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
、
雷

対
策
や
適
切
な
維
持
管
理
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

平
素
の
消
防
同
意
事
務
を
通
じ
て
、
消
防
用
設
備
等
の
設
置
、
維
持
に
つ
い
て
技
術
上
の
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
が
、
随
時
法
令
改
正
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

家
具
の
固
定
等
の
必
要
性
を
全
世
帯
に
普
及
さ
せ
、
防
災
教
育
や
取
付
支
援
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
取
組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
。

排
水
機
場
の
改
修
及
び
老
朽
化
対
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
か
ら
の
適
切
な
場
所
へ
の
立
地
誘
導
を
図
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

五
日
市
川
第
一
排
水
区
に
お
い
て
、
過
去
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
被
害
軽
減
の
た
め
、
雨

水
公
共
下
水
道
事
業
の
早
期
完
成
が
必
要
で
あ
る
。

別
表
２

巨
大
地
震
に
よ
る
住

宅
・
建
築
物
の
倒
壊
や

密
集
市
街
地
等
の
大
規

模
火
災
に
伴
う
甚
大
な

人
的
被
害
の
発
生

集
中

豪
雨

等
に

よ
る

市
街

地
や

集
落

等
の

大
規

模
か

つ
長

期
に

わ
た

る
浸

水
に

よ
る

人
的

被
害

の
発
生
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事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
施

策
分

野
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
指

標
の

名
称

（
K
P
I
）

指
標

の
現

状
値

指
標

の
目

標
値

担
当

課

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

（
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」
ご
と
の
脆
弱
性
評
価
結
果

7
項

目
2
5
項

目

別
表
２

1
-
2

安
心
防
災
ネ
ッ
ト
の
活
用

促
進

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

安
心
防
災
ネ
ッ
ト
登
録
者
数

4
,
0
3
2
件
【
R
2
】

1
5
,
0
0
0
件
【
R
7
】

総
務
課

1
-
2

防
災
ア
プ
リ
の
活
用
促
進

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

防
災
ア
プ
リ
登
録
者
数

5
0
2
件
【
R
2
】

1
5
,
0
0
0
件
【
R
7
】

総
務
課

1
-
2

防
災
教
育
の
推
進

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

各
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
校

９
校
【
Ｒ
２
】

９
校

教
育
総
務
課

1
-
3

大
規
模
盛
土
造
成
地
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

ー
ー

ー
建
設
課

1
-
3

適
切
な
立
地
誘
導

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

立
地
適
正
化
計
画
策
定

未
策
定
(
R
2
)

策
定
(
R
7
)

建
設
課

1
-
3

要
配
慮
者
避
難
対
策

保
健
医
療
・
福
祉

－
－

－
健
康
福
祉
課

1
-
3

防
災
行
政
無
線
の
整
備

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

防
災
行
政
無
線
子
局
数

3
7
基
【
R
1
】

4
2
基
【
R
2
】

総
務
課

1
-
3

安
心
防
災
ネ
ッ
ト
の
活
用

促
進

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

安
心
防
災
ネ
ッ
ト
登
録
者
数

4
,
0
3
2
件
【
R
2
】

1
5
,
0
0
0
件
【
R
7
】

総
務
課

1
-
3

防
災
ア
プ
リ
の
活
用
促
進

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

防
災
ア
プ
リ
登
録
者
数

5
0
2
件
【
R
2
】

1
5
,
0
0
0
件
【
R
7
】

総
務
課

1
-
3

防
災
教
育
の
推
進

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

各
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
校

９
校
【
Ｒ
２
】

９
校

教
育
総
務
課

1
-
4

要
配
慮
者
避
難
対
策

保
健
医
療
・
福
祉

－
－

－
健
康
福
祉
課

1
-
4

防
災
行
政
無
線
の
整
備

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

防
災
行
政
無
線
子
局
数

3
7
基
【
R
1
】

4
2
基
【
R
2
】

総
務
課

1
-
4

安
心
防
災
ネ
ッ
ト
の
活
用

促
進

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

安
心
防
災
ネ
ッ
ト
登
録
者
数

4
,
0
3
2
件
【
R
2
】

1
5
,
0
0
0
件
【
R
7
】

総
務
課

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
し
た

情
報
を
同
時
に
メ
ー
ル
に
て
配
信
す
る
。
悪
天
候
で
行
政
無
線
で
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
で
も
確

実
な
情
報
伝
達
が
見
込
め
る
。
周
知
し
登
録
者
数
を
更
に
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
し
た

情
報
を
同
時
に
ア
プ
リ
を
通
じ
て
配
信
す
る
。
悪
天
候
で
行
政
無
線
で
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
で

も
確
実
な
情
報
伝
達
が
見
込
め
る
。
周
知
し
登
録
者
数
を
更
に
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
取
組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
。

大
規
模
盛
土
造
成
地
に
対
し
て
、
災
害
の
危
険
を
排
除
す
る
た
め
に
住
民
が
早
期
に
状
況
把
握
し
、

対
応
等
が
で
き
る
よ
う
に
、
第
１
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
を
し
た
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
情
報
を

提
供
し
、
ま
た
、
第
２
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
か
ら
の
適
切
な
場
所
へ
の
立
地
誘
導
を
図
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
を
令
和
２

年
度
ま
で
に
８
基
を
増
設
し
、
難
聴
地
域
の
解
消
を
図
る
。
災
害
時
に
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
、
雷

対
策
や
適
切
な
維
持
管
理
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
し
た

情
報
を
同
時
に
メ
ー
ル
に
て
配
信
す
る
。
悪
天
候
で
行
政
無
線
で
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
で
も
確

実
な
情
報
伝
達
が
見
込
め
る
。
周
知
し
登
録
者
数
を
更
に
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
要
配
慮
者
は
、
災
害
時
の
避
難
行
動
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら

対
象
者
の
把
握
を
行
い
、
有
事
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
福
祉
避
難
所
の
強
化
に
努
め

る
。

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
を
令
和
２

年
度
ま
で
に
８
基
を
増
設
し
、
難
聴
地
域
の
解
消
を
図
る
。
災
害
時
に
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
、
雷

対
策
や
適
切
な
維
持
管
理
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
し
た

情
報
を
同
時
に
メ
ー
ル
に
て
配
信
す
る
。
悪
天
候
で
行
政
無
線
で
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
で
も
確

実
な
情
報
伝
達
が
見
込
め
る
。
周
知
し
登
録
者
数
を
更
に
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
し
た

情
報
を
同
時
に
ア
プ
リ
を
通
じ
て
配
信
す
る
。
悪
天
候
で
行
政
無
線
で
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
で

も
確
実
な
情
報
伝
達
が
見
込
め
る
。
周
知
し
登
録
者
数
を
更
に
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
取
組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
。

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
要
配
慮
者
は
、
災
害
時
の
避
難
行
動
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら

対
象
者
の
把
握
を
行
い
、
有
事
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
福
祉
避
難
所
の
強
化
に
努
め

る
。

1

大
規

模
土

砂
災

害
に

よ
る

集
落

等
の

壊
滅

や
甚

大
な

人
的

被
害

の
発
生

避
難

行
動

に
必

要
な

情
報

が
適

切
に

住
民

に
提

供
さ

れ
な

い
こ

と
や

情
報

伝
達

の
不

備
等

に
よ

る
、

人
的

被
害

の
発
生
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事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
施

策
分

野
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
指

標
の

名
称

（
K
P
I
）

指
標

の
現

状
値

指
標

の
目

標
値

担
当

課

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

（
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」
ご
と
の
脆
弱
性
評
価
結
果

7
項

目
2
5
項

目

別
表
２

1
-
4

防
災
ア
プ
リ
の
活
用
促
進

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

防
災
ア
プ
リ
登
録
者
数

5
0
2
件
【
R
2
】

1
5
,
0
0
0
件
【
R
7
】

総
務
課

1
-
4

緊
急
地
震
速
報
時
の
対
応

強
化

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

緊
急
地
震
速
報
機
設
置
施
設

数
3
7
施
設
【
R
1
】

施
設
状
況
に
応
じ
て

設
置
【
R
7
】

総
務
課

1
-
4

避
難
施
設
の
確
保

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

町
防
災
協
定
数

3
3
【
R
0
1
】

3
8
【
R
0
7
】

総
務
課

1
-
4

越
境
避
難
体
制
の
充
実

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

災
害
時
に
町
独
自
で
対
応
で

き
な
い
場
合
に
お
け
る
応
援

要
請
率

1
0
0
%

1
0
0
%

総
務
課

1
-
4

避
難
所
機
能
の
充
実

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

施
設
利
用
計
画
作
成
施
設
数

１
施
設
【
Ｒ
0
2
】

４
２
施
設
【
R
0
7
】

総
務
課

1
-
4

適
切
な
避
難
行
動
の
周
知

啓
発

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

防
災
出
前
講
座
等
研
修
開
催

回
数

６
回
【
Ｒ
0
1
】

１
０
回
【
R
0
7
】

総
務
課

1
-
4

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

－
－

－
建
設
課

1
-
4

自
主
防
災
組
織
育
成

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

自
主
防
災
組
織
防
災
用
資
機

材
整
備
費
補
助
金
交
付
件
数

８
件
【
Ｒ
0
1
】

１
０
件
【
Ｒ
0
7
】

総
務
課

1
-
4

防
災
教
育
の
推
進

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

各
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
校

９
校
【
Ｒ
２
】

９
校

教
育
総
務
課

勧
告
等
の
発
令
な
ど
の
防
災
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
に
て
お
知
ら
せ
し
た

情
報
を
同
時
に
ア
プ
リ
を
通
じ
て
配
信
す
る
。
悪
天
候
で
行
政
無
線
で
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
合
で

も
確
実
な
情
報
伝
達
が
見
込
め
る
。
周
知
し
登
録
者
数
を
更
に
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

町
施
設
３
７
カ
所
に
緊
急
地
震
速
報
装
置
を
導
入
し
て
お
り
、
引
き
続
き
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

る
。
緊
急
地
震
速
報
は
、
音
声
に
よ
り
通
知
す
る
こ
と
が
目
的
で
な
く
、
受
信
し
た
各
個
人
が
適
切

な
身
を
守
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
防
災
教
育
、
出
前
講
座
に
よ
り
、
緊
急
地
震

速
報
を
聞
い
た
と
き
に
と
っ
さ
に
身
を
守
る
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

災
害
に
備
え
、
指
定
避
難
所
４
２
施
設
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
１
５
施
設
を
指
定
し
て
い
る
。
引
き

続
き
避
難
施
設
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
や
出
前
講
座
等
に
よ
り
、

避
難
施
設
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
周
知
強
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
強
化

に
努
め
る
。

民
間
企
業
等
と
協
定
を
締
結
し
、
有
事
の
際
の
避
難
場
所
や
物
資
等
の
確
保
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。
引
き
続
き
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
平
常
時
か
ら
協
定
締
結
先
と
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」

の
構
築
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
民
間
施
設
に
働
き
か
け
や
協
議
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
町
は
東
西
に
牧
田
川
、
南
北
に
揖
斐
川
が
流
れ
て
お
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
町
内
の
大
部
分

が
浸
水
す
る
想
定
で
あ
る
。
町
内
で
避
難
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
町
域
を
ま
た
い
だ
避
難
に
つ
い
て
、
周
辺
市
町
と
平
時
よ
り
協
議
し
、
円
滑
な
越
境
避
難
を

可
能
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

災
害
時
に
避
難
施
設
を
効
果
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
本
来
の
用
途
で
使
用
再
開
時
に
支
障
が
無

い
よ
う
に
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所
運
営
を
考
慮
し
な
が
ら
、
災
害
時
に
施
設
の
ど

の
部
分
を
開
放
し
、
ど
の
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
設
定
す
る
か
を
定
め
た
「
施
設
利
用
計
画
」
の
策
定

を
進
め
る
。

浸
水
が
始
ま
っ
た
段
階
で
の
避
難
所
へ
の
移
動
、
い
わ
ゆ
る
「
水
平
避
難
」
は
、
水
路
へ
の
落
下
等

様
々
な
危
険
を
伴
う
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
水
害
リ
ス
ク
と
併
せ
て
「
垂
直
避
難
」

「
屋
内
避
難
」
等
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
避
難
行
動
を
行
う
必
要
性
に
つ
い
て
、
一
層
の
周
知
を
進

め
る
。

土
砂
災
害
は
、
特
別
警
戒
区
域
で
は
、
一
般
住
宅
が
土
砂
の
力
に
よ
っ
て
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
る
な

ど
、
早
期
の
立
退
き
避
難
が
求
め
ら
れ
る
災
害
種
別
で
あ
る
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
箇
所
と
併
せ
て
、
適
切
な
避
難
行
動
に
つ
い
て
、
一
層
の
周
知
啓
発
を
進
め

る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活
用
し
、
適
切
な
避
難
行
動
に
つ
い
て
、
一
層
の
周
知
・
啓
発
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

町
内
１
６
３
の
す
べ
て
の
地
域
で
自
主
防
災
隊
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
防
災
訓
練
等
積
極
的
な
防

災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
出
前
講
座
等
に
よ
り
地
域
防
災
力
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

特
性
に
応
じ
各
組
織
が
必
要
な
資
機
材
を
配
備
で
き
る
よ
う
、
自
主
防
災
組
織
防
災
用
資
機
材
整
備

費
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

中
学
生
・
高
校
生
の
参
画
も
検
討
す
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
取
組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
。
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事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
施

策
分

野
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
指

標
の

名
称

（
K
P
I
）

指
標

の
現

状
値

指
標

の
目

標
値

担
当

課

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

（
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」
ご
と
の
脆
弱
性
評
価
結
果

7
項

目
2
5
項

目

別
表
２

2
-
1

水
道
施
設
の
耐
震
化

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
情
報
通
信

基
幹
管
路
の
耐
震
化
率

8
3
.
2
0
%

1
0
0
%

水
道
課

2
-
1

備
蓄
品
整
備

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

備
蓄
品
の
整
備

食
糧
：
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

避
難
者
数
想
定
（
約
3
,
3
0
0

人
）
１
日
分

他
備
蓄
品
：
備
蓄
計
画
に
基

づ
き
更
新

備
蓄
品
見
直
し
。
備

蓄
計
画
に
基
づ
き
整

備
開
始
【
H
3
0
】

整
備
完
了
【
R
0
7
】

総
務
課

2
-
1

受
援
計
画
に
よ
る
災
害
対

応
力
の
強
化

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

受
援
計
画
策
定

未
策
定
(
R
2
)

策
定
(
R
7
)

総
務
課

2
-
2

広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化

交
通
・
物
流

東
海
環
状
自
動
車
道
の
供
用

大
垣
西
I
C
～
養
老
I
C

（
R
2
)

養
老
I
C
～
北
勢
I
C

（
R
8
)

建
設
課

2
-
2

道
路
施
設
の
維
持
・
長
寿

命
化
対
策

交
通
・
物
流

－
－

－
建
設
課

2
-
3

水
防
団
員
等
の
確
保
・
育

成
国
土
保
全

－
－

－
建
設
課

2
-
3

消
防
力
の
強
化

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

緊
急
消
防
援
助
隊
登
録
数

3
台
(
R
2
)

3
台
(
R
7
)
※
登
録
車

両
を
交
換
し
な
が
ら

３
台
を
維
持

消
防
本
部

2
-
3

消
防
力
の
強
化

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

消
防
職
員
数

6
4
名
(
R
2
)

6
8
名
(
R
7
)

消
防
本
部

2
-
3

消
防
団
の
災
害
対
応
能
力

強
化
の
た
め
の
資
機
材
整

備

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

消
防
団
機
動
車
の
受
令
機
設

置
未
整
備
(
R
2
)

1
0
機
(
R
3
.
3
)

消
防
本
部

2
-
3

警
察
力
の
迅
速
化
、
効
率

化
行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

ー
ー

ー
養
老
警
察
署

2
-
4

災
害
拠
点
病
院
の
耐
震
化

促
進

保
健
医
療
・
福
祉

耐
震
化

０
件
【
R
2
】

１
件
【
R
3
】

建
設
課

2
-
4

医
療
救
護
体
制
の
充
実

保
健
医
療
・
福
祉

－
－

－
健
康
福
祉
課

迅
速
な
消
防
活
動
を
展
開
す
る
た
め
の
阻
害
要
因
の
一
つ
が
消
防
車
両
の
老
朽
化
に
よ
る
性
能
低
下

や
故
障
で
あ
る
た
め
、
車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き
更
新
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
緊
急
消
防

援
助
隊
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
利
用
し
、
所
有
車
両
の
更
新
効
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
、
登
録
数
を
維
持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

※
現
在
消
防
隊
2
隊
、
救
急
隊
1
隊
登
録
。

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
令
和
3
年
度
か
ら
消
防
団
員
数
が
4
0
0
名
か
ら
3
0
0
名
に
条
例
改
正
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
消
防
力
の
低
下
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
常
備
の
消
防
職
員
数
を
増
員

し
消
防
力
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

消
防
団
機
動
車
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
を
傍
受
す
る
機
器
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
災
害
時
の

連
絡
手
段
が
無
い
た
め
、
令
和
２
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
受
令
機
を
町
内
9
分
団
の
機
動
車
及
び

多
機
能
車
に
取
り
付
け
た
。
引
き
続
き
災
害
対
応
能
力
強
化
の
た
め
資
機
材
整
備
の
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
。

養
老
警
察
署
災
害
警
備
計
画
※
に
基
づ
き
警
備
本
部
や
警
備
対
策
室
設
置
基
準
を
定
め
る
こ
と
で
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
な
警
察
力
導
入
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
定
期
的
な
災
害
危
険
個
所

の
見
直
し
、
災
害
救
助
訓
練
に
の
実
施
に
よ
り
更
な
る
迅
速
化
を
推
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

※
警
備
本
部
設
置
基
準
や
部
隊
編
成
・
任
務
等
を
定
め
て
い
る
。

医
療

・
福

祉
施

設
及

び
関

係
者

の
絶

対
的

不
足

・
被

災

救
助

・
救

急
、

医
療

活
動

が
迅

速
に

行
わ

れ
る

と
と

も
に

、
被

災
者

等
の

健
康

・
避

難
生

活
環

境
を

確
実

に
確

保
す

る

ポ
ン
プ
場
施
設
及
び
管
路
全
体
で
耐
震
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
防
災
上
重
要
な
基
幹
施
設

と
し
て
位
置
付
け
た
施
設
の
う
ち
、
優
先
的
に
耐
震
化
対
策
と
老
朽
化
対
策
を
促
進
す
る
必
要
が
あ

る
。

要
安
全
確
認
計
画
記
載
建
築
物
で
あ
る
災
害
拠
点
病
院
(
西
美
濃
厚
生
病
院
）
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
た
め
に
、
支
援
内
容
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

養
老
郡
医
師
会
等
と
連
携
強
化
し
、
災
害
時
の
医
療
体
制
の
充
実
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

県
の
災
害
時
広
域
受
援
計
画
に
基
づ
く
備
蓄
備
品
の
確
保
数
を
目
安
と
し
て
備
蓄
し
て
い
る
。
公
共

備
蓄
の
基
本
と
し
て
は
、
被
害
想
定
に
基
づ
く
各
市
町
村
の
最
大
避
難
者
数
の
１
日
分
は
確
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
災
害
時
に
お
け
る
避
難
者
数
の
想
定
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は

約
3
,
3
0
0
人
、
養
老
断
層
直
下
型
地
震
は
約
1
1
,
5
0
0
人
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
避
難

所
運
営
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
情
勢
も
鑑
み
な
が
ら
備
蓄
品
を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
、
国
や
県
、
他
の
地
方
公
共
団
体
及
び
防
災
関
係
機
関
か
ら
速
や
か
に
応

援
を
受
け
入
れ
、
効
率
的
・
効
果
的
な
災
害
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
「
養
老
町
受
援
計
画
」

を
策
定
し
、
被
害
の
状
況
や
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
災
害
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
対
応
力

の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
幹
線
道
路
の
整
備
を
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

道
路
施
設
の
老
朽
化
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
橋
梁
等
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に

修
繕
工
事
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
予
防
保
全
的
な
対
策
を
進
め
、
道
路
施
設
の
維
持
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

水
防
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
水
防
団
員
・
水
防
資
機
材
の
確
保
と
定
期
的
な
訓
練
が
引
き
続
き
必

要
で
あ
る
。

2

被
災

地
で

の
食

料
・

飲
料

水
等

、
電

力
、

燃
料

等
、

生
命

に
関

わ
る

物
資

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

供
給

の
長

期
停

止 多
数

か
つ

長
期

に
わ

た
る

孤
立

集
落

の
発
生

警
察

、
消

防
等

の
被

災
等

に
よ

る
救

助
･
救

急
活
動

等
の

遅
れ

及
び

重
大

な
不

足
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事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
施

策
分

野
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
指

標
の

名
称

（
K
P
I
）

指
標

の
現

状
値

指
標

の
目

標
値

担
当

課

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

（
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」
ご
と
の
脆
弱
性
評
価
結
果

7
項

目
2
5
項

目

別
表
２

2
-
4

社
会
福
祉
施
設
の
耐
震
化

促
進

保
健
医
療
・
福
祉

－
－

－
健
康
福
祉
課

2
-
4

防
災
教
育
の
推
進

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

各
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
校

９
校
【
Ｒ
２
】

９
校

教
育
総
務
課

2
-
5

応
急
仮
設
住
宅
の
円
滑
か

つ
迅
速
な
供
給

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

応
急
仮
設
住
宅
建
設
可
能
用

地
充
足
率

7
1
％
【
R
2
】

8
0
％
【
R
7
】

建
設
課

2
-
5

感
染
症
対
策

保
健
医
療
・
福
祉

－
－

－
健
康
福
祉
課

2
-
5

ト
イ
レ
の
感
染
症
対
策

保
健
医
療
・
福
祉

ト
イ
レ
洋
式
化
率

調
査
(
R
2
)

1
0
0
％
(
R
7
)

建
設
課

2
-
5

感
染
症
対
策
（
学
校
）

保
健
医
療
・
福
祉

ー
ー

ー
教
育
総
務
課

2
-
5

災
害
廃
棄
物
処
理
体
制
の

充
実

環
境

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定

な
し

あ
り
【
R
7
】

住
民
環
境
課

2
-
5

防
災
教
育
の
推
進

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

各
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
校

９
校
【
Ｒ
２
】

９
校

教
育
総
務
課

2
-
6

応
急
仮
設
住
宅
の
円
滑
か

つ
迅
速
な
供
給

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

応
急
仮
設
住
宅
建
設
可
能
用

地
充
足
率

7
1
％
【
R
2
】

8
0
％
【
R
7
】

建
設
課

2
-
6

域
内
環
境
の
保
全
と
維
持

環
境

防
疫
等
緊
急
対
応
計
画
策
定

な
し

あ
り
【
R
7
】

住
民
環
境
課

2
-
6

防
災
教
育
の
推
進

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

各
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
校

９
校
【
Ｒ
２
】

９
校

教
育
総
務
課

3
-
1

防
災
拠
点
（
災
害
対
策
本

部
）
の
整
備

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
情
報
通
信

行
政
機
能
/
警
察
/
消
防

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
老
朽
対
策

災
害
拠
点
耐
震
化
率

本
庁
舎
の
み

1
0
0
％
(
R
7
)

建
設
課

3
-
1

業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の

推
進

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の

策
定

地
域
防
災
計
画
に
記

載
【
R
0
2
】

具
体
的
な
業
務
継
続

計
画
の
策
定

【
R
0
7
】

総
務
課

3
-
1

業
務
継
続
体
制
の
整
備

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

養
老
町
消
防
計
画
の
改
定

な
し
(
R
2
)

あ
り
(
R
7
)

消
防
本
部

・
学
校
に
お
い
て
避
難
所
が
体
育
館
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
密
に
な
ら
な
い
避
難
所
の
開
設
が
必
要

で
あ
る
。

・
密
を
避
け
る
た
め
に
、
各
教
室
に
分
散
さ
せ
る
。
ま
た
、
体
育
館
に
冷
暖
房
は
な
い
が
、
各
教
室

に
へ
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
避
難
者
の
健
康
管
理
に
は
有
効
で
は
な
い
か
。

建
設
型
応
急
住
宅
に
つ
い
て
、
建
設
可
能
用
地
の
確
保
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
被
災
家
屋
に
対
す
る
防
疫
活
動
に
加
え
て
、
速
や
か

な
廃
棄
物
収
集
と
と
も
に
廃
棄
物
撤
去
さ
せ
る
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る

被
災

地
に

お
け

る
疫

病
・

感
染

症
等

の
集

団
ク

ラ
ス

タ
ー

劣
悪

な
生

活
環

境
、

不
十

分
な

健
康

管
理

に
よ

る
多

数
の

被
災

者
の

健
康

状
態

の
悪

化
・

死
者

の
発
生

公
共
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
に
対
し
て
も
耐
震
化
を
促
し
、
耐

震
化
率
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
取
組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
。

建
設
型
応
急
住
宅
に
つ
い
て
、
建
設
可
能
用
地
の
確
保
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

感
染
症
等
の
発
生
及
び
拡
大
防
止
の
た
め
、
備
蓄
物
資
の
整
備
、
配
布
体
制
の
強
化
に
努
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
予
防
接
種
に
よ
り
罹
患
を
抑
制
で
き
る
感
染
症
も
あ
る
た
め
、
接
種
率
の
向
上
に

引
き
続
き
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

日
頃
住
民
が
使
用
す
る
公
共
施
設
(
庁
舎
等
）
に
お
い
て
、
感
染
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
役

場
庁
舎
の
ト
イ
レ
を
非
接
触
型
設
備
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
保
持
す
る
に
は
、
災
害
廃
棄
物
を
円
滑
に
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
策
定
し
、
仮
置
き
場
候
補
地
を
選
定
や
近
隣
市
町
の
処
理
施
設

と
の
協
力
体
制
の
検
討
を
行
い
、
災
害
時
で
も
速
や
か
に
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
す

る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
取
組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
取
組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
。

3

必
要

不
可

欠
な

行
政

機
能

は
確

保
す

る

町
職

員
･
施

設
等

の
被
災

に
よ

る
行

政
機

能
の

大
幅

な
低
下

本
庁
舎
及
び
電
気
設
備
棟
は
耐
震
性
が
あ
る
が
、
機
械
設
備
棟
に
耐
震
性
が
な
い
。
災
害
時
の
拠
点

に
な
る
役
場
は
一
刻
も
早
く
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
水
災
害
に
も
対
応
し
た
機
能
向
上

を
行
い
、
防
災
拠
点
（
災
害
対
策
本
部
）
の
機
能
・
継
続
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
の
発
生
に
よ
っ
て
，
庁
舎
や
職
員
，
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
制
約
が
生
じ
た
状
況
下
で
，

優
先
的
に
実
施
す
べ
き
業
務
（
非
常
時
に
，
新
規
に
発
生
す
る
業
務
及
び
事
業
継
続
の
優
先
度
の
高

い
通
常
業
務
な
ど
）
を
特
定
す
る
と
と
も
に
，
業
務
の
執
行
体
制
や
手
順
な
ど
を
組
織
と
し
て
共
有

し
，
適
切
な
業
務
執
行
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

養
老
町
消
防
計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、
大
規
模
災
害
発
災
時
に
も
、
災
害
対
応
業
務
を
維
持
し
つ

つ
、
通
常
業
務
を
維
持
す
る
た
め
、
養
老
町
消
防
計
画
に
非
常
時
優
先
業
務
と
人
員
計
画
を
明
確
に

し
、
業
務
継
続
体
制
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
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事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
施

策
分

野
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
指

標
の

名
称

（
K
P
I
）

指
標

の
現

状
値

指
標

の
目

標
値

担
当

課

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

（
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」
ご
と
の
脆
弱
性
評
価
結
果

7
項

目
2
5
項

目

別
表
２

3
-
2

被
災

に
よ

る
警

察
機

能
の

大
幅

な
低

下
に

よ
る

治
安

の
悪

化
、

社
会

の
混
乱

警
察
力
の
集
中
力
運
用

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

ー
ー

ー
養
老
警
察
署

4
-
1

B
C
P
の
策
定
促
進

産
業
・
経
済

B
C
P
策
定
率

現
時
点
で
の
策
定
率

は
不
明

現
時
点
で
の
策
定
率

を
調
査
し
た
上
で
設

定
す
る

産
業
観
光
課

4
-
1

風
評
被
害
の
防
止

産
業
・
経
済

ー
ー

ー
産
業
観
光
課

4
-
2

広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化

交
通
・
物
流

東
海
環
状
自
動
車
道
の
供
用

大
垣
西
I
C
～
養
老
I
C

（
R
2
)

養
老
I
C
～
北
勢
I
C

（
R
8
)

建
設
課

4
-
2

道
路
施
設
の
維
持
・
長
寿

命
化
対
策

交
通
・
物
流

－
－

－
建
設
課

4
-
2

民
間
建
築
物
の
耐
震
化

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

民
間
建
築
物
の
耐
震
化
率

5
7
%
【
H
2
9
】

9
5
%
【
H
3
2
】

建
設
課

4
-
2

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

人
材
の
育
成

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

老
朽
化
対
策

M
E
取
得
数

1
人
【
R
2
】

2
人
【
R
7
】

建
設
課

4
-
3

担
い
手
確
保

農
林

ー
ー

ー
産
業
観
光
課

4
-
3

備
蓄
品
整
備

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

備
蓄
品
の
整
備

食
糧
：
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

避
難
者
数
想
定
（
約
3
,
3
0
0

人
）
１
日
分

他
備
蓄
品
：
備
蓄
計
画
に
基

づ
き
更
新

備
蓄
品
見
直
し
。
備

蓄
計
画
に
基
づ
き
整

備
開
始
【
H
3
0
】

整
備
完
了
【
R
0
7
】

総
務
課

4
-
3

受
援
計
画
に
よ
る
災
害
対

応
力
の
強
化

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

受
援
計
画
策
定

未
策
定
(
R
2
)

策
定
(
R
7
)

総
務
課

5
-
1

水
道
施
設
耐
震
化

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

基
幹
管
路
の
耐
震
化
率

8
3
.
2
0
%

1
0
0
%

水
道
課

5
-
1

下
水
道
の
長
寿
命
化

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・

情
報
通
信

ー
ー

ー
水
道
課

災
害
発
生
後
に
観
光
地
の
宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル
等
の
発
生
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
、
災
害
後
に
迅
速
か
つ
頻
繁
に
H
P
や
S
N
S
等
で
の
情
報
発
信
を
行
う
。

広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
幹
線
道
路
の
整
備
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

道
路
施
設
の
老
朽
化
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
橋
梁
等
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に

修
繕
工
事
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
予
防
保
全
的
な
対
策
を
進
め
、
道
路
施
設
の
維
持
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
場
合
に
輸
送
等
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物
の
耐

震
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

点
検
や
補
修
に
関
す
る
高
度
な
技
術
を
有
す
る
社
会
基
盤
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
M
E
）
を

取
得
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
農
地
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

県
の
災
害
時
広
域
受
援
計
画
に
基
づ
く
備
蓄
備
品
の
確
保
数
を
目
安
と
し
て
備
蓄
し
て
い
る
。
公
共

備
蓄
の
基
本
と
し
て
は
、
被
害
想
定
に
基
づ
く
各
市
町
村
の
最
大
避
難
者
数
の
１
日
分
は
確
保
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
災
害
時
に
お
け
る
避
難
者
数
の
想
定
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は

約
3
,
3
0
0
人
、
養
老
断
層
直
下
型
地
震
は
約
1
1
,
5
0
0
人
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
避
難

所
運
営
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
情
勢
も
鑑
み
な
が
ら
備
蓄
品
を
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
寸

断
等

に
よ

る
経

済
活

動
の

麻
痺

や
風

評
被

害
な

ど
に

よ
る

観
光

経
済

等
へ

の
影

響 幹
線

が
分

断
す

る
等

、
基

幹
的

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
長

期
間

に
わ

た
る

機
能

停
止

食
料

や
物

資
の

供
給

の
途

絶 ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

（
電

気
、

ガ
ス

、
上

下
水

道
等

）
の

長
期

間
に

わ
た

る
機

能
停

止

4

生
活

・
経

済
活

動
を

機
能

不
全

に
陥

ら
せ

な
い

災
害
発
生
時
に
は
、
養
老
警
察
署
警
備
隊
ほ
か
、
岐
阜
県
警
察
本
部
機
動
隊
、
中
部
管
区
機
動
隊
、

広
域
緊
急
援
助
隊
の
応
援
派
遣
、
警
察
法
第
６
０
条
に
基
づ
く
援
助
の
要
請
な
ど
を
通
じ
、
大
規
模

な
警
備
部
隊
の
展
開
を
図
る
計
画
で
あ
る
が
、
引
き
続
き
、
迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、
部
隊
の
配

置
箇
所
等
に
つ
い
て
事
前
に
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
、
国
や
県
、
他
の
地
方
公
共
団
体
及
び
防
災
関
係
機
関
か
ら
速
や
か
に
応

援
を
受
け
入
れ
、
効
率
的
・
効
果
的
な
災
害
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
「
養
老
町
受
援
計
画
」

を
策
定
し
、
被
害
の
状
況
や
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
災
害
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
対
応
力

の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ポ
ン
プ
場
施
設
及
び
管
路
全
体
で
耐
震
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
防
災
上
重
要
な
基
幹
施
設

と
し
て
位
置
付
け
た
施
設
を
、
優
先
的
に
耐
震
化
対
策
と
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

下
水
道
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
老
朽
管
渠
の
更
新
と
水
処
理
施
設
の
長
寿
命
化
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
事
業
資
産
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
中
核
と
な
る
事
業
の
継
続
あ

る
い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る
B
C
P
の
策
定
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
商
工
会
等
と
連
携
し
、
企
業
の
B
C
P
策
定
の
促
進
及
び
支
援
を
行
う
。
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事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
施

策
分

野
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
指

標
の

名
称

（
K
P
I
）

指
標

の
現

状
値

指
標

の
目

標
値

担
当

課

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

（
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」
ご
と
の
脆
弱
性
評
価
結
果

7
項

目
2
5
項

目

別
表
２

5
-
1

中
部
電
力
等
民
間
企
業
と

の
連
携

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

協
定
に
基
づ
く
連
携
達
成
率

協
定
締
結
【
R
0
2
】

1
0
0
％
【
R
0
7
】

総
務
課

5
-
2

広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化

交
通
・
物
流

東
海
環
状
自
動
車
道
の
供
用

大
垣
西
I
C
～
養
老
I
C

（
R
2
)

養
老
I
C
～
北
勢
I
C

（
R
8
)

建
設
課

5
-
2

道
路
施
設
の
維
持
・
長
寿

命
化
対
策

交
通
・
物
流

－
－

－
建
設
課

5
-
2

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

ー
ー

ー
教
育
総
務
課

5
-
2

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る

人
材
の
育
成

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

老
朽
化
対
策

M
E
取
得
数

1
人
【
R
2
】

2
人
【
R
7
】

建
設
課

5
-
3

異
常

渇
水

等
に

よ
る

用
水

の
供

給
の

途
絶

に
伴

う
、

生
産

活
動

へ
の

甚
大

な
影

響

渇
水
対
策

農
林

ー
ー

ー
産
業
観
光
課

6
-
1

た
め

池
、

堤
防

、
防

災
施

設
等

の
損

壊
・

機
能

不
全

に
よ

る
二

次
災

害
の

発
生

排
水
機
能
の
確
保

農
林

ー
ー

ー
産
業
観
光
課

6
-
2

農
地

・
森

林
等

の
荒

廃
に

よ
る

被
害

の
拡
大

農
業
基
盤
整
備
事
業

農
林

ー
ー

ー
産
業
観
光
課

7
-
1

災
害

廃
棄

物
の

処
理

の
停

滞
等

に
よ

る
復

旧
・

復
興

の
大

幅
な

遅
れ

災
害
廃
棄
物
処
理
の
計
画

的
履
行

環
境

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
策
定

な
し

あ
り
【
R
7
】

住
民
環
境
課

7
-
2

T
E
C
-
F
O
R
C
E
と
の
連
携
強
化

国
土
保
全

ー
ー

ー
建
設
課

7
-
2

担
い
手
確
保

農
林

ー
ー

ー
産
業
観
光
課

7
-
2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
策

保
健
医
療
・
福
祉

－
－

－
健
康
福
祉
課

7
-
2

罹
災
証
明
発
行
事
務
の
効

率
化

保
健
医
療
・
福
祉

－
－

－
健
康
福
祉
課

7
-
2

岐
阜
県
及
び
市
町
村
災
害

時
相
互
応
援
協
定
に
よ
る

人
材
派
遣

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

災
害
時
に
町
独
自
で
対
応
で

き
な
い
場
合
に
お
け
る
応
援

要
請
率

0
％
（
実
績
な
し
）

【
R
0
1
】

1
0
0
％
【
R
0
7
】

総
務
課

学
校
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
場
所
で
あ
り
、
避
難
者
の
方
が
集
ま
り
、
各
々
の
家
族
の
状
況
や
今

後
に
つ
い
て
確
認
し
あ
う
交
流
の
場
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

6

制
御

不
能

な
複

合
災

害
・

二
次

災
害

を
発

生
さ

せ
な

い
地
震
後
の
地
域
排
水
機
能
を
確
保
す
る
た
め
農
業
用
排
水
路
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

農
業
基
盤
整
備
事
業
の
実
施

地
域

社
会

・
経

済
が

迅
速

か
つ

従
前

よ
り

強
靱

な
姿

で
復

興
で

き
る

条
件

を
整

備
す

る

衛
生
的
な
生
活
環
境
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
災
害
廃
棄
物
処
理
の
推
計
手
法
な
ど
を
用
い
る
な
ど

計
画
的
な
処
理
を
行
な
う
と
と
も
に
、
被
害
の
判
明
状
況
や
処
理
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
定
期
的
な

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
柔
軟
性
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

国
土
交
通
省
の
T
E
C
-
F
O
R
C
E
や
リ
エ
ゾ
ン
に
つ
い
て
、
派
遣
・
受
入
れ
体
制
を
整
え
、
応
急
復
旧
を

迅
速
に
行
う
体
制
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
農
地
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
円
滑
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
養

老
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
体
制
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
罹
災
証
明
発
行
事
務
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
研
修
の
実
施
等
、
受
付
体
制
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

平
成
3
0
年
に
「
岐
阜
県
及
び
市
町
村
災
害
時
相
互
応
援
協
定
書
」
を
締
結
し
、
災
害
を
受
け
た
市
町

村
独
自
で
は
十
分
な
応
急
・
復
旧
対
策
が
で
き
な
い
場
合
に
市
町
村
相
互
に
人
員
を
派
遣
す
る
必
要

が
あ
る
。

5

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

、
燃

料
、

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

被
害

を
最

小
限

に
留

め
る

と
と

も
に

、
早

期
に

復
旧

さ
せ

る

地
域

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
分

断
す

る
事
態

人
材

等
の

不
足

に
よ

る
復

旧
･
復

興
の

大
幅

な
遅
れ

大
規
模
停
電
時
に
は
早
急
な
復
旧
が
求
め
ら
れ
、
平
時
か
ら
中
部
電
力
と
の
連
携
を
密
に
し
、
相
互

に
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
R
2
年
8
月
に
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
養
老
町
と
中
部
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
大
垣
営
業
所
と
の
相
互
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
の
小
売
店
舗
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
の
連
携
を
図
り
、
災

害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
の
強
化
を
促
進
す
る
。

広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
幹
線
道
路
の
整
備
を
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

道
路
施
設
の
老
朽
化
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
橋
梁
等
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に

修
繕
工
事
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
予
防
保
全
的
な
対
策
を
進
め
、
道
路
施
設
の
維
持
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

点
検
や
補
修
に
関
す
る
高
度
な
技
術
を
有
す
る
社
会
基
盤
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
M
E
）
を

取
得
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

異
常
渇
水
時
に
お
け
る
農
業
用
の
た
め
池
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
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事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
施

策
分

野
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
指

標
の

名
称

（
K
P
I
）

指
標

の
現

状
値

指
標

の
目

標
値

担
当

課

事
前

に
備

え
る

べ
き

目
標

起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態

（
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
）

「
起
き
て
は
な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
」
ご
と
の
脆
弱
性
評
価
結
果

7
項

目
2
5
項

目

別
表
２

7
-
2

受
援
計
画
に
よ
る
災
害
対

応
力
の
強
化

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

受
援
計
画
策
定

未
策
定
(
R
2
)

策
定
(
R
7
)

総
務
課

7
-
2

応
急
危
険
度
判
定
士
の
確

保

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

応
急
危
険
度
判
定
士

2
6
人
【
R
2
】

4
0
人
【
R
7
】

建
設
課

7
-
2

防
災
士
育
成

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

町
内
防
災
士
数

6
7
人
【
R
0
2
】

1
0
0
人
【
R
0
7
】

総
務
課

7
-
2

地
域
自
治
町
民
会
議
の
設

立
及
び
活
動
支
援

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

地
域
自
治
町
民
会
議
設
置
率

3
/
1
1
＝
2
7
％
【
R
2
】

1
1
/
1
1
＝
1
0
0
％

【
R
7
】

企
画
財
政
課

7
-
2

防
災
教
育
の
推
進

ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災
教
育
・
人
材
育
成

各
学
校
に
お
け
る
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
校

９
校
【
Ｒ
２
】

９
校

教
育
総
務
課

7
-
3

広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化

交
通
・
物
流

産
業
・
経
済

東
海
環
状
自
動
車
道
の
供
用

大
垣
西
I
C
～
養
老
I
C

（
R
2
)

養
老
I
C
～
北
勢
I
C

（
R
8
)

建
設
課

7
-
3

道
路
施
設
の
維
持
・
長
寿

命
化
対
策

交
通
・
物
流

産
業
・
経
済

－
－

－
建
設
課

7
-
4

町
内
指
定
文
化
財
の
現
状

調
査

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

指
定
文
化
財
の
現
状
調
査
数

０
件
【
R
2
】

2
0
5
件
【
R
7
】

生
涯
学
習
課

7
-
4

町
内
文
化
財
等
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化

行
政
機
能
/

警
察
/
消
防

文
化
財
等
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
化
数

３
件
【
R
2
】

５
件
【
R
7
】

生
涯
学
習
課

7
-
5

地
籍
調
査
の
推
進

国
土
保
全

地
籍
実
施
済
み
率

6
.
9
9
%

着
手

建
設
課

7
-
5

応
急
仮
設
住
宅
の
円
滑
か

つ
迅
速
な
供
給

都
市
・
住
宅
/
土
地
利
用

応
急
仮
設
住
宅
充
足
率

7
1
％
【
R
2
】

8
0
％
【
R
7
】

建
設
課

災
害
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
平
時
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
維
持
を
図
る

た
め
、
地
域
自
治
町
民
会
議
の
設
立
及
び
活
動
の
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

町
内
１
１
地
区
の
う
ち
３
地
区
で
設
立
済
で
あ
り
、
未
設
立
の
地
区
へ
設
立
を
働
き
か
け
て
い
る
。

防
災
活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
全
体
に
ま
で
防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

7

広
域
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
幹
線
道
路
の
整
備
を
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
。

道
路
施
設
の
老
朽
化
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
橋
梁
等
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
に

修
繕
工
事
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
予
防
保
全
的
な
対
策
を
進
め
、
道
路
施
設
の
維
持
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
に
よ
る
貴
重
な
文
化
財
や
環
境
的
資
産
の
喪
失
に
備
え
、
町
内
指
定
文
化
財
の
現
状
調

査
を
行
い
、
そ
の
管
理
や
保
存
に
つ
い
て
、
防
火
・
防
災
対
策
を
含
め
た
指
導
を
行
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
等
に
よ
る
有
形
・
無
形
の
文
化
の
衰
退
・
喪
失
に
備
え
、
町
内
文
化
財

等
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進
す
る
。

地
籍
調
査
に
未
着
手
の
本
町
に
お
い
て
、
土
地
実
態
把
握
に
向
け
て
調
査
に
着
手
す
る
必
要
が
あ

る
。

建
設
型
応
急
住
宅
に
つ
い
て
、
建
設
可
能
用
地
の
確
保
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
、
国
や
県
、
他
の
地
方
公
共
団
体
及
び
防
災
関
係
機
関
か
ら
速
や
か
に
応

援
を
受
け
入
れ
、
効
率
的
・
効
果
的
な
災
害
応
急
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
「
養
老
町
受
援
計
画
」

を
策
定
し
、
被
害
の
状
況
や
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
災
害
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
対
応
力

の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

町
職
員
及
び
町
内
で
活
動
す
る
建
築
士
に
対
し
て
、
判
定
士
や
判
定
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
に

向
け
た
啓
発
を
行
い
、
建
築
物
・
宅
地
危
険
度
判
定
体
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

防
災
士
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
向
上
の
担
い
手
と
な
り
、
そ
の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
。
防
災
士
の
資
格
取
得
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
養
老
町
防
災
士
養
成
事
業
補
助
金
を

交
付
し
、
人
材
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
防
災
教
育
の
取
組
み
を
継
続
的
に
進
め
る
。

事
業

用
地

の
確

保
、

仮
設

住
宅

・
仮

店
舗

・
仮

事
業

所
等

の
整

備
が

進
ま

ず
復

興
が

大
幅

に
遅

れ
る

事
態

幹
線

道
路

の
損

壊
や

広
域

的
地

盤
沈

下
等

に
よ

る
復

旧
･
復

興
の

大
幅

な
遅
れ

貴
重

な
文

化
財

や
環

境
的

資
産

の
喪

失
、

地
域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

崩
壊

等
に

よ
る

有
形

・
無

形
の

文
化

の
衰

退
・

喪
失
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番
号

施
策

分
野

事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
担

当
課

影
響

効
果

の
大

き
さ

緊
急

度
切

迫
度

進
捗

度
平

常
活

用
評

点
重

点
施

策

広
域

的
な

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
建

設
課

3
3

2
1

9
○

道
路

施
設

の
維

持
・

長
寿

命
化

対
策

建
設

課
3

2
2

1
8

○

浸
水

被
害

対
策

の
実

施
建

設
課

3
3

2
8

○

水
防

団
員

等
の

確
保

・
育

成
建

設
課

2
2

2
6

T
E
C
-
F
O
R
C
E
と

の
連

携
強

化
建

設
課

3
2

2
7

地
籍

調
査

の
推

進
建

設
課

1
2

3
1

7

排
水

機
場

老
朽

化
対

策
産

業
観

光
課

3
2

2
1

8
○

担
い

手
確

保
産

業
観

光
課

1
2

2
1

6

渇
水

対
策

産
業

観
光

課
2

1
2

1
6

排
水

機
能

の
確

保
産

業
観

光
課

3
3

2
1

9
○

農
業

基
盤

整
備

事
業

産
業

観
光

課
2

2
2

1
7

民
間

建
築

物
の

耐
震

化
建

設
課

3
3

3
9

○

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

除
却

促
進

建
設

課
3

3
3

9
○

都
市

景
観

の
形

成
建

設
課

2
2

1
5

空
き

家
対

策
建

設
課

2
2

3
1

8
○

担
い

手
の

確
保

・
育

成
や

農
地

基
盤

整
備

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

国
土

保
全

②

五
日

市
川

第
一

排
水

区
に

お
い

て
、

過
去

に
浸

水
被

害
が

発
生

し
て

い
る

。
被

害
軽

減
の

た
め

、
雨

水
公

共
下

水
道

事
業

の
早

期
完

成
が

必
要

で
あ

る
。

地
震

後
の

地
域

排
水

機
能

を
確

保
す

る
た

め
農

業
用

排
水

路
の

整
備

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

農
業

基
盤

整
備

事
業

の
実

施

水
防

体
制

を
維

持
す

る
た

め
、

水
防

団
員

・
水

防
資

機
材

の
確

保
と

定
期

的
な

訓
練

が
引

き
続

き
必

要
で

あ
る

。

別
表

３

排
水

機
場

の
改

修
及

び
老

朽
化

対
策

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

公
共

建
築

物
と

比
較

す
る

と
耐

震
化

が
進

ん
で

い
な

い
。

耐
震

化
の

重
要

性
と

必
要

性
に

つ
い

て
の

普
及

啓
発

と
、

無
料

耐
震

診
断

や
耐

震
改

修
補

助
な

ど
の

耐
震

化
を

支
援

す
る

施
策

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
旧

基
準

建
築

物
の

建
て

替
え

、
耐

震
改

修
の

促
進

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
地

震
に

よ
っ

て
倒

壊
し

た
場

合
に

輸
送

等
を

妨
げ

る
恐

れ
が

あ
る

緊
急

輸
送

道
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

小
中

学
生

の
通

学
路

に
お

い
て

、
倒

壊
に

よ
る

被
害

を
防

止
す

る
た

め
、

安
全

確
保

事
業

の
補

助
制

度
を

設
け

て
お

り
、

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

除
却

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

災
害

時
に

危
険

な
老

朽
化

し
た

屋
外

広
告

物
に

対
す

る
適

切
な

指
導

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

大
規

模
災

害
発

生
時

の
空

家
の

倒
壊

に
よ

る
道

路
の

閉
塞

や
火

災
発

生
等

を
防

止
す

る
た

め
、

空
家

の
利

活
用

（
空

家
空

き
地

バ
ン

ク
）

や
通

学
路

沿
い

の
空

き
家

の
除

却
を

支
援

す
る

な
ど

、
総

合
的

な
空

家
対

策
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

「
施

策
分

野
」

ご
と

の
脆

弱
性

評
価

結
果

交
通

・
物

流

農
林

① ③

地
籍

調
査

に
未

着
手

の
本

町
に

お
い

て
、

土
地

実
態

把
握

に
向

け
て

調
査

に
着

手
す

る
必

要
が

あ
る

。

道
路

施
設

の
老

朽
化

が
見

込
ま

れ
る

た
め

、
橋

梁
等

の
長

寿
命

化
修

繕
計

画
を

策
定

し
、

計
画

的
に

修
繕

工
事

を
進

め
て

い
る

。
引

き
続

き
予

防
保

全
的

な
対

策
を

進
め

、
道

路
施

設
の

維
持

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

広
域

的
な

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
す

る
た

め
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
幹

線
道

路
の

整
備

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

国
土

交
通

省
の

T
E
C
-
F
O
R
C
E
や

リ
エ

ゾ
ン

に
つ

い
て

、
派

遣
・

受
入

れ
体

制
を

整
え

、
応

急
復

旧
を

迅
速

に
行

う
体

制
強

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

異
常

渇
水

時
に

お
け

る
農

業
用

の
た

め
池

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

④
都

市
・

住
宅

/
土

地
利

用
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番
号

施
策

分
野

事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
担

当
課

影
響

効
果

の
大

き
さ

緊
急

度
切

迫
度

進
捗

度
平

常
活

用
評

点
重

点
施

策

別
表

３
「

施
策

分
野

」
ご

と
の

脆
弱

性
評

価
結

果

適
切

な
立

地
誘

導
建

設
課

3
2

3
8

○

大
規

模
盛

土
造

成
地

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
建

設
課

3
2

3
8

○

応
急

仮
設

住
宅

の
円

滑
か

つ
迅

速
な

供
給

建
設

課
2

2
2

6

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
確

保
教

育
総

務
課

1
2

1
1

5

要
配

慮
者

避
難

対
策

健
康

福
祉

課
3

2
2

7

医
療

救
護

体
制

の
充

実
健

康
福

祉
課

2
3

1
6

社
会

福
祉

施
設

の
耐

震
化

促
進

健
康

福
祉

課
3

3
2

8
○

感
染

症
対

策
健

康
福

祉
課

3
3

2
8

○

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

対
策

健
康

福
祉

課
2

2
2

6

罹
災

証
明

発
行

事
務

の
効

率
化

健
康

福
祉

課
2

2
2

6

災
害

拠
点

病
院

の
耐

震
化

促
進

建
設

課
3

3
1

1
8

○

ト
イ

レ
の

感
染

症
対

策
建

設
課

2
3

1
1

7

感
染

症
対

策
（

学
校

）
教

育
総

務
課

3
3

3
1

1
0

○

養
老

郡
医

師
会

等
と

連
携

強
化

し
、

災
害

時
の

医
療

体
制

の
充

実
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

公
共

施
設

の
耐

震
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
民

間
社

会
福

祉
施

設
に

対
し

て
も

耐
震

化
を

促
し

、
耐

震
化

率
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

建
設

型
応

急
住

宅
に

つ
い

て
、

建
設

可
能

用
地

の
確

保
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

感
染

症
等

の
発

生
及

び
拡

大
防

止
の

た
め

、
備

蓄
物

資
の

整
備

、
配

布
体

制
の

強
化

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
予

防
接

種
に

よ
り

罹
患

を
抑

制
で

き
る

感
染

症
も

あ
る

た
め

、
接

種
率

の
向

上
に

引
き

続
き

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

日
頃

住
民

が
使

用
す

る
公

共
施

設
(
庁

舎
等

）
に

お
い

て
、

感
染

リ
ス

ク
を

軽
減

す
る

た
め

に
、

役
場

庁
舎

の
ト

イ
レ

を
非

接
触

型
設

備
を

整
え

る
必

要
が

あ
る

。

保
健

医
療

・
福

祉

要
安

全
確

認
計

画
記

載
建

築
物

で
あ

る
災

害
拠

点
病

院
(
西

美
濃

厚
生

病
院

）
の

耐
震

化
を

促
進

す
る

た
め

に
、

支
援

内
容

の
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

大
規

模
災

害
が

発
生

し
た

際
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
円

滑
に

受
け

入
れ

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
養

老
町

社
会

福
祉

協
議

会
と

の
連

携
体

制
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

大
規

模
災

害
発

生
時

に
は

、
り

災
証

明
発

行
事

務
の

負
担

が
大

き
く

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
、

研
修

の
実

施
等

、
受

付
体

制
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

・
学

校
に

お
い

て
避

難
所

が
体

育
館

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
密

に
な

ら
な

い
避

難
所

の
開

設
が

必
要

で
あ

る
。

・
密

を
避

け
る

た
め

に
、

各
教

室
に

分
散

さ
せ

る
。

ま
た

、
体

育
館

に
冷

暖
房

は
な

い
が

、
各

教
室

に
へ

整
備

さ
れ

て
い

る
た

め
、

避
難

者
の

健
康

管
理

に
は

有
効

で
は

な
い

か
。

災
害

ハ
ザ

ー
ド

エ
リ

ア
か

ら
の

適
切

な
場

所
へ

の
立

地
誘

導
を

図
り

、
コ

ン
パ

ク
ト

＋
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

を
す

る
た

め
、

立
地

適
正

化
計

画
の

策
定

を
す

る
必

要
が

あ
る

。

大
規

模
盛

土
造

成
地

に
対

し
て

、
災

害
の

危
険

を
排

除
す

る
た

め
に

住
民

が
早

期
に

状
況

把
握

し
、

対
応

等
が

で
き

る
よ

う
に

、
第

１
次

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
調

査
を

し
た

大
規

模
盛

土
造

成
地

の
情

報
を

提
供

し
、

ま
た

、
第

２
次

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
調

査
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

高
齢

者
、

障
が

い
者

等
の

要
配

慮
者

は
、

災
害

時
の

避
難

行
動

に
時

間
を

要
す

る
た

め
、

日
頃

か
ら

対
象

者
の

把
握

を
行

い
、

有
事

に
備

え
る

必
要

が
あ

る
。

あ
わ

せ
て

、
福

祉
避

難
所

の
強

化
に

努
め

る
。

⑤

学
校

は
地

域
と

の
つ

な
が

り
の

場
所

で
あ

り
、

避
難

者
の

方
が

集
ま

り
、

各
々

の
家

族
の

状
況

や
今

後
に

つ
い

て
確

認
し

あ
う

交
流

の
場

と
す

る
必

要
が

あ
る

。

④
都

市
・

住
宅

/
土

地
利

用
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番
号

施
策

分
野

事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
担

当
課

影
響

効
果

の
大

き
さ

緊
急

度
切

迫
度

進
捗

度
平

常
活

用
評

点
重

点
施

策

別
表

３
「

施
策

分
野

」
ご

と
の

脆
弱

性
評

価
結

果

B
C
P
の

策
定

促
進

産
業

観
光

課
2

1
3

6

風
評

被
害

の
防

止
産

業
観

光
課

2
1

2
1

6

広
域

的
な

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
建

設
課

3
3

2
1

9
○

道
路

施
設

の
維

持
・

長
寿

命
化

対
策

建
設

課
3

2
2

1
8

○

防
災

行
政

無
線

の
整

備
総

務
課

3
3

2
1

9
○

安
心

防
災

ネ
ッ

ト
の

活
用

促
進

総
務

課
2

2
2

6

防
災

ア
プ

リ
の

活
用

促
進

総
務

課
2

2
2

1
7

防
災

拠
点

（
災

害
対

策
本

部
）

の
整

備
建

設
課

3
3

2
1

9
○

水
道

施
設

耐
震

化
水

道
課

3
3

2
8

○

下
水

道
の

長
寿

命
化

水
道

課
3

3
2

1
9

○

⑧
行

政
機

能
/
警

察
/
消

防
緊

急
地

震
速

報
時

の
対

応
強

化
総

務
課

3
3

1
7

産
業

・
経

済
⑥

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

・
情

報
通

信
⑦

ポ
ン

プ
場

施
設

及
び

管
路

全
体

で
耐

震
化

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

防
災

上
重

要
な

基
幹

施
設

と
し

て
位

置
付

け
た

施
設

の
う

ち
、

優
先

的
に

耐
震

化
対

策
と

老
朽

化
対

策
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

勧
告

等
の

発
令

な
ど

の
防

災
情

報
を

確
実

に
伝

達
す

る
た

め
、

防
災

行
政

無
線

屋
外

子
局

を
令

和
２

年
度

ま
で

に
８

基
を

増
設

し
、

難
聴

地
域

の
解

消
を

図
る

。
災

害
時

に
確

実
に

機
能

す
る

よ
う

、
雷

対
策

や
適

切
な

維
持

管
理

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

勧
告

等
の

発
令

な
ど

の
防

災
情

報
を

確
実

に
伝

達
す

る
た

め
、

防
災

行
政

無
線

に
て

お
知

ら
せ

し
た

情
報

を
同

時
に

メ
ー

ル
に

て
配

信
す

る
。

悪
天

候
で

行
政

無
線

で
は

聞
き

取
り

づ
ら

い
場

合
で

も
確

実
な

情
報

伝
達

が
見

込
め

る
。

周
知

し
登

録
者

数
を

更
に

増
や

す
必

要
が

あ
る

。

勧
告

等
の

発
令

な
ど

の
防

災
情

報
を

確
実

に
伝

達
す

る
た

め
、

防
災

行
政

無
線

に
て

お
知

ら
せ

し
た

情
報

を
同

時
に

ア
プ

リ
を

通
じ

て
配

信
す

る
。

悪
天

候
で

行
政

無
線

で
は

聞
き

取
り

づ
ら

い
場

合
で

も
確

実
な

情
報

伝
達

が
見

込
め

る
。

周
知

し
登

録
者

数
を

更
に

増
や

す
必

要
が

あ
る

。

下
水

道
施

設
を

維
持

す
る

た
め

に
老

朽
管

渠
の

更
新

と
水

処
理

施
設

の
長

寿
命

化
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

本
庁

舎
及

び
電

気
設

備
棟

は
耐

震
性

が
あ

る
が

、
機

械
設

備
棟

に
耐

震
性

が
な

い
。

災
害

時
の

拠
点

に
な

る
役

場
は

一
刻

も
早

く
対

策
を

と
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
水

災
害

に
も

対
応

し
た

機
能

向
上

を
行

い
、

防
災

拠
点

（
災

害
対

策
本

部
）

の
機

能
・

継
続

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

広
域

的
な

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
す

る
た

め
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
幹

線
道

路
の

整
備

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

災
害

発
生

時
に

お
い

て
、

事
業

資
産

の
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

つ
つ

、
中

核
と

な
る

事
業

の
継

続
あ

る
い

は
早

期
復

旧
を

可
能

と
す

る
B
C
P
の

策
定

は
有

効
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
商

工
会

等
と

連
携

し
、

企
業

の
B
C
P
策

定
の

促
進

及
び

支
援

を
行

う
。

災
害

発
生

後
に

観
光

地
の

宿
泊

キ
ャ

ン
セ

ル
等

の
発

生
が

散
見

さ
れ

る
。

そ
れ

を
最

小
限

に
と

ど
め

る
た

め
、

災
害

後
に

迅
速

か
つ

頻
繁

に
H
P
や

S
N
S
等

で
の

情
報

発
信

を
行

う
。

道
路

施
設

の
老

朽
化

が
見

込
ま

れ
る

た
め

、
橋

梁
等

の
長

寿
命

化
修

繕
計

画
を

策
定

し
、

計
画

的
に

修
繕

工
事

を
進

め
て

い
る

。
引

き
続

き
予

防
保

全
的

な
対

策
を

進
め

、
道

路
施

設
の

維
持

に
努

め
る

必
要

が
あ

る
。

町
施

設
３

７
カ

所
に

緊
急

地
震

速
報

装
置

を
導

入
し

て
お

り
、

引
き

続
き

適
切

な
維

持
管

理
に

努
め

る
。

緊
急

地
震

速
報

は
、

音
声

に
よ

り
通

知
す

る
こ

と
が

目
的

で
な

く
、

受
信

し
た

各
個

人
が

適
切

な
身

を
守

る
行

動
を

と
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

た
め

、
防

災
教

育
、

出
前

講
座

に
よ

り
、

緊
急

地
震

速
報

を
聞

い
た

と
き

に
と

っ
さ

に
身

を
守

る
適

切
な

行
動

が
と

れ
る

よ
う

、
啓

発
を

行
う

必
要

が
あ

る
。
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番
号

施
策

分
野

事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
担

当
課

影
響

効
果

の
大

き
さ

緊
急

度
切

迫
度

進
捗

度
平

常
活

用
評

点
重

点
施

策

別
表

３
「

施
策

分
野

」
ご

と
の

脆
弱

性
評

価
結

果

避
難

施
設

の
確

保
総

務
課

3
2

2
7

越
境

避
難

体
制

の
充

実
総

務
課

3
3

1
7

避
難

所
機

能
の

充
実

総
務

課
3

2
2

7

適
切

な
避

難
行

動
の

周
知

啓
発

総
務

課
2

2
2

6

備
蓄

品
整

備
総

務
課

3
3

2
8

○

受
援

計
画

に
よ

る
災

害
対

応
力

の
強

化
総

務
課

3
3

3
9

○

業
務

継
続

計
画

（
B
C
P
）

の
推

進
総

務
課

3
3

2
8

○

中
部

電
力

等
民

間
企

業
と

の
連

携
総

務
課

3
3

2
8

○

県
の

災
害

時
広

域
受

援
計

画
に

基
づ

く
備

蓄
備

品
の

確
保

数
を

目
安

と
し

て
備

蓄
し

て
い

る
。

公
共

備
蓄

の
基

本
と

し
て

は
、

被
害

想
定

に
基

づ
く

各
市

町
村

の
最

大
避

難
者

数
の

１
日

分
は

確
保

さ
れ

る
こ

と
と

な
っ

て
お

り
、

町
の

災
害

時
に

お
け

る
避

難
者

数
の

想
定

は
、

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
は

約
3
,
3
0
0
人

、
養

老
断

層
直

下
型

地
震

は
約

1
1
,
5
0
0
人

と
な

っ
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

禍
で

新
た

な
避

難
所

運
営

が
求

め
ら

れ
る

な
ど

、
社

会
情

勢
も

鑑
み

な
が

ら
備

蓄
品

を
拡

充
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

大
規

模
災

害
が

発
生

時
に

、
国

や
県

、
他

の
地

方
公

共
団

体
及

び
防

災
関

係
機

関
か

ら
速

や
か

に
応

援
を

受
け

入
れ

、
効

率
的

・
効

果
的

な
災

害
応

急
対

策
を

実
施

す
る

た
め

に
策

定
し

、
被

害
の

状
況

や
被

災
地

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

災
害

業
務

を
遂

行
す

る
た

め
「

養
老

町
受

援
計

画
」

を
策

定
す

る
必

要
が

あ
る

。

⑧
行

政
機

能
/
警

察
/
消

防

大
規

模
停

電
時

に
は

早
急

な
復

旧
が

求
め

ら
れ

、
平

時
か

ら
中

部
電

力
と

の
連

携
を

密
に

し
、

相
互

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
R
2
年

8
月

に
「

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

養
老

町
と

中
部

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
株

式
会

社
大

垣
営

業
所

と
の

相
互

連
携

に
関

す
る

協
定

」
を

締
結

し
た

。
あ

わ
せ

て
、

ス
ー

パ
ー

や
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

等
の

小
売

店
舗

、
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
と

の
連

携
を

図
り

、
災

害
時

に
お

け
る

支
援

体
制

の
強

化
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

大
規

模
災

害
の

発
生

に
よ

っ
て

，
庁

舎
や

職
員

，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
等

に
制

約
が

生
じ

た
状

況
下

で
，

優
先

的
に

実
施

す
べ

き
業

務
（

非
常

時
に

，
新

規
に

発
生

す
る

業
務

及
び

事
業

継
続

の
優

先
度

の
高

い
通

常
業

務
な

ど
）

を
特

定
す

る
と

と
も

に
，

業
務

の
執

行
体

制
や

手
順

な
ど

を
組

織
と

し
て

共
有

し
，

適
切

な
業

務
執

行
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

災
害

に
備

え
、

指
定

避
難

所
４

２
施

設
、

指
定

緊
急

避
難

場
所

１
５

施
設

を
指

定
し

て
い

る
。

引
き

続
き

避
難

施
設

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

配
布

や
出

前
講

座
等

に
よ

り
、

避
難

施
設

の
位

置
づ

け
に

つ
い

て
周

知
強

化
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

福
祉

避
難

所
の

強
化

に
努

め
る

。
民

間
企

業
等

と
協

定
を

締
結

し
、

有
事

の
際

の
避

難
場

所
や

物
資

等
の

確
保

体
制

を
構

築
し

て
い

る
。

引
き

続
き

体
制

を
維

持
す

る
た

め
に

、
平

常
時

か
ら

協
定

締
結

先
と

の
「

顔
の

見
え

る
関

係
」

の
構

築
に

努
め

る
と

と
も

に
、

新
た

な
協

定
の

締
結

に
つ

い
て

民
間

施
設

に
働

き
か

け
や

協
議

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

本
町

は
東

西
に

牧
田

川
、

南
北

に
揖

斐
川

が
流

れ
て

お
り

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

で
は

町
内

の
大

部
分

が
浸

水
す

る
想

定
で

あ
る

。
町

内
で

避
難

を
完

結
さ

せ
る

こ
と

が
困

難
な

状
況

も
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
町

域
を

ま
た

い
だ

避
難

に
つ

い
て

、
周

辺
市

町
と

平
時

よ
り

協
議

し
、

円
滑

な
越

境
避

難
を

可
能

に
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。

災
害

時
に

避
難

施
設

を
効

果
的

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、

本
来

の
用

途
で

使
用

再
開

時
に

支
障

が
無

い
よ

う
に

す
る

た
め

、
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
避

難
所

運
営

を
考

慮
し

な
が

ら
、

災
害

時
に

施
設

の
ど

の
部

分
を

開
放

し
、

ど
の

よ
う

な
ス

ペ
ー

ス
を

設
定

す
る

か
を

定
め

た
「

施
設

利
用

計
画

」
の

策
定

を
進

め
る

。

浸
水

が
始

ま
っ

た
段

階
で

の
避

難
所

へ
の

移
動

、
い

わ
ゆ

る
「

水
平

避
難

」
は

、
水

路
へ

の
落

下
等

様
々

な
危

険
を

伴
う

た
め

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
を

活
用

し
水

害
リ

ス
ク

と
併

せ
て

「
垂

直
避

難
」

「
屋

内
避

難
」

等
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

避
難

行
動

を
行

う
必

要
性

に
つ

い
て

、
一

層
の

周
知

を
進

め
る

。
土

砂
災

害
は

、
特

別
警

戒
区

域
で

は
、

一
般

住
宅

が
土

砂
の

力
に

よ
っ

て
破

損
す

る
恐

れ
が

あ
る

な
ど

、
早

期
の

立
退

き
避

難
が

求
め

ら
れ

る
災

害
種

別
で

あ
る

た
め

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
を

活
用

し
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

箇
所

と
併

せ
て

、
適

切
な

避
難

行
動

に
つ

い
て

、
一

層
の

周
知

啓
発

を
進

め
る

。
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番
号

施
策

分
野

事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
担

当
課

影
響

効
果

の
大

き
さ

緊
急

度
切

迫
度

進
捗

度
平

常
活

用
評

点
重

点
施

策

別
表

３
「

施
策

分
野

」
ご

と
の

脆
弱

性
評

価
結

果

岐
阜

県
及

び
市

町
村

災
害

時
相

互
応

援
協

定
に

よ
る

人
材

派
遣

総
務

課
3

2
2

7

防
災

拠
点

（
災

害
対

策
本

部
）

の
整

備
建

設
課

3
3

2
1

9
○

計
画

的
な

施
設

管
理

建
設

課
3

3
2

1
9

○

応
急

危
険

度
判

定
士

の
確

保
建

設
課

2
2

3
7

学
校

施
設

の
防

災
機

能
の

強
化

教
育

総
務

課
2

2
2

1
7

町
内

指
定

文
化

財
の

現
状

調
査

生
涯

学
習

課
1

2
2

1
6

町
内

文
化

財
等

の
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
カ

イ
ブ

化
生

涯
学

習
課

1
2

2
1

6

防
火

水
槽

の
耐

震
化

消
防

本
部

2
2

3
1

8
○

初
期

消
火

対
策

消
防

本
部

3
2

2
1

8
○

出
火

防
止

対
策

消
防

本
部

3
2

2
1

8
○

消
防

力
の

強
化

消
防

本
部

2
2

2
1

7

消
防

力
の

強
化

消
防

本
部

2
2

2
1

7

町
内

の
防

火
水

槽
の

耐
震

化
率

は
1
3
％

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

た
め

、
新

設
の

防
火

水
槽

に
つ

い
て

は
、

耐
震

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
各

地
区

へ
消

防
施

設
整

備
補

助
金

の
利

用
を

促
し

、
防

火
水

槽
の

設
置

数
を

増
や

す
必

要
が

あ
る

。

平
成

3
0
年

に
「

岐
阜

県
及

び
市

町
村

災
害

時
相

互
応

援
協

定
書

」
を

締
結

し
、

災
害

を
受

け
た

市
町

村
独

自
で

は
十

分
な

応
急

・
復

旧
対

策
が

で
き

な
い

場
合

に
市

町
村

相
互

に
人

員
を

派
遣

す
る

必
要

が
あ

る
。

迅
速

な
消

防
活

動
を

展
開

す
る

た
め

の
阻

害
要

因
の

一
つ

が
消

防
車

両
の

老
朽

化
に

よ
る

性
能

低
下

や
故

障
で

あ
る

た
め

、
車

両
更

新
計

画
に

基
づ

き
更

新
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

緊
急

消
防

援
助

隊
に

登
録

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
か

ら
の

補
助

金
を

利
用

し
、

所
有

車
両

の
更

新
効

率
を

向
上

さ
せ

る
た

め
に

、
登

録
数

を
維

持
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
※

現
在

消
防

隊
2
隊

、
救

急
隊

1
隊

登
録

。

少
子

高
齢

化
に

伴
い

、
令

和
3
年

度
か

ら
消

防
団

員
数

が
4
0
0
名

か
ら

3
0
0
名

に
条

例
改

正
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

の
消

防
力

の
低

下
が

考
え

ら
れ

る
た

め
、

常
備

の
消

防
職

員
数

を
増

員
し

消
防

力
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

⑧
行

政
機

能
/
警

察
/
消

防

本
庁

舎
及

び
電

気
設

備
棟

は
耐

震
性

が
あ

る
が

、
機

械
設

備
棟

に
耐

震
性

が
な

い
。

災
害

時
の

拠
点

に
な

る
役

場
は

一
刻

も
早

く
対

策
を

と
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
水

災
害

に
も

対
応

し
た

機
能

向
上

を
行

い
、

防
災

拠
点

（
災

害
対

策
本

部
）

の
機

能
・

継
続

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

公
共

施
設

総
合

管
理

計
画

に
基

づ
き

、
公

共
施

設
の

耐
震

化
や

長
寿

命
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

今
後

の
円

滑
な

公
共

施
設

の
統

廃
合

等
の

た
め

に
、

住
民

と
の

合
意

形
成

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

町
職

員
及

び
町

内
で

活
動

す
る

建
築

士
に

対
し

て
、

判
定

士
や

判
定

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
確

保
に

向
け

た
啓

発
を

行
い

、
建

築
物

・
宅

地
危

険
度

判
定

体
制

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。

学
校

施
設

に
つ

い
て

災
害

時
に

お
け

る
児

童
生

徒
の

安
全

を
確

保
し

、
ま

た
地

域
住

民
の

避
難

所
と

し
て

必
要

な
機

能
が

発
揮

で
き

る
よ

う
防

災
機

能
の

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

大
規

模
災

害
に

よ
る

貴
重

な
文

化
財

や
環

境
的

資
産

の
喪

失
に

備
え

、
町

内
指

定
文

化
財

の
現

状
調

査
を

行
い

、
そ

の
管

理
や

保
存

に
つ

い
て

、
防

火
・

防
災

対
策

を
含

め
た

指
導

を
行

う
。

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
等

に
よ

る
有

形
・

無
形

の
文

化
の

衰
退

・
喪

失
に

備
え

、
町

内
文

化
財

等
の

デ
ジ

タ
ル

ア
ー

カ
イ

ブ
化

を
推

進
す

る
。

火
災

の
初

期
消

火
や

延
焼

拡
大

を
防

止
し

、
地

域
の

消
防

力
を

強
化

促
進

す
る

た
め

、
消

防
の

用
に

供
す

る
施

設
を

整
備

す
る

地
区

に
補

助
金

を
交

付
す

る
消

防
施

設
整

備
補

助
金

交
付

要
綱

を
維

持
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

平
素

の
消

防
同

意
事

務
を

通
じ

て
、

消
防

用
設

備
等

の
設

置
、

維
持

に
つ

い
て

技
術

上
の

基
準

に
適

合
す

る
よ

う
指

導
し

て
い

る
が

、
随

時
法

令
改

正
の

対
応

が
必

要
で

あ
る

。
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番
号

施
策

分
野

事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
担

当
課

影
響

効
果

の
大

き
さ

緊
急

度
切

迫
度

進
捗

度
平

常
活

用
評

点
重

点
施

策

別
表

３
「

施
策

分
野

」
ご

と
の

脆
弱

性
評

価
結

果

消
防

団
の

災
害

対
応

能
力

強
化

の
た

め
の

資
機

材
整

備
消

防
本

部
2

2
2

1
7

業
務

継
続

体
制

の
整

備
消

防
本

部
2

2
2

6

警
察

力
の

迅
速

化
、

効
率

化
養

老
警

察
署

2
2

2
6

警
察

力
の

集
中

力
運

用
養

老
警

察
署

2
2

2
6

災
害

廃
棄

物
処

理
体

制
の

充
実

住
民

環
境

課
2

2
2

6

域
内

環
境

の
保

全
と

維
持

住
民

環
境

課
2

2
2

6

災
害

廃
棄

物
処

理
の

計
画

的
履

行
住

民
環

境
課

2
2

2
6

自
主

防
災

組
織

育
成

総
務

課
2

2
2

1
7

適
切

な
避

難
行

動
の

周
知

啓
発

総
務

課
2

2
2

6

中
部

電
力

等
民

間
企

業
と

の
連

携
総

務
課

3
3

2
8

○

町
内

１
６

３
の

す
べ

て
の

地
域

で
自

主
防

災
隊

が
組

織
さ

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

防
災

訓
練

等
積

極
的

な
防

災
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

出
前

講
座

等
に

よ
り

地
域

防
災

力
の

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

特
性

に
応

じ
各

組
織

が
必

要
な

資
機

材
を

配
備

で
き

る
よ

う
、

自
主

防
災

組
織

防
災

用
資

機
材

整
備

費
補

助
金

を
交

付
し

て
い

る
。

引
き

続
き

必
要

な
支

援
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
あ

わ
せ

て
、

中
学

生
・

高
校

生
の

参
画

も
検

討
す

る
。

浸
水

が
始

ま
っ

た
段

階
で

の
避

難
所

へ
の

移
動

、
い

わ
ゆ

る
「

水
平

避
難

」
は

、
水

路
へ

の
落

下
等

様
々

な
危

険
を

伴
う

た
め

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
を

活
用

し
水

害
リ

ス
ク

と
併

せ
て

「
垂

直
避

難
」

「
屋

内
避

難
」

等
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

避
難

行
動

を
行

う
必

要
性

に
つ

い
て

、
一

層
の

周
知

を
進

め
る

。
土

砂
災

害
は

、
特

別
警

戒
区

域
で

は
、

一
般

住
宅

が
土

砂
の

力
に

よ
っ

て
破

損
す

る
恐

れ
が

あ
る

な
ど

、
早

期
の

立
退

き
避

難
が

求
め

ら
れ

る
災

害
種

別
で

あ
る

た
め

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

等
を

活
用

し
土

砂
災

害
警

戒
区

域
の

箇
所

と
併

せ
て

、
適

切
な

避
難

行
動

に
つ

い
て

、
一

層
の

周
知

啓
発

を
進

め
る

。

大
規

模
停

電
時

に
は

早
急

な
復

旧
が

求
め

ら
れ

、
平

時
か

ら
中

部
電

力
と

の
連

携
を

密
に

し
、

相
互

に
連

携
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
R
2
年

8
月

に
「

大
規

模
災

害
時

に
お

け
る

養
老

町
と

中
部

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
株

式
会

社
大

垣
営

業
所

と
の

相
互

連
携

に
関

す
る

協
定

」
を

締
結

し
た

。
あ

わ
せ

て
、

ス
ー

パ
ー

や
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

等
の

小
売

店
舗

、
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
と

の
連

携
を

図
り

、
災

害
時

に
お

け
る

支
援

体
制

の
強

化
を

促
進

す
る

。

環
境

⑨

衛
生

的
な

生
活

環
境

を
保

持
す

る
に

は
、

災
害

廃
棄

物
を

円
滑

に
処

理
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

災
害

廃
棄

物
処

理
計

画
を

策
定

し
、

仮
置

き
場

候
補

地
を

選
定

や
近

隣
市

町
の

処
理

施
設

と
の

協
力

体
制

の
検

討
を

行
い

、
災

害
時

で
も

速
や

か
に

ご
み

を
処

理
す

る
た

め
の

体
制

を
整

備
す

る
。

消
防

団
機

動
車

に
は

、
デ

ジ
タ

ル
無

線
を

傍
受

す
る

機
器

が
取

り
付

け
ら

れ
て

お
ら

ず
、

災
害

時
の

連
絡

手
段

が
無

い
た

め
、

令
和

２
年

度
に

デ
ジ

タ
ル

無
線

の
受

令
機

を
町

内
9
分

団
の

機
動

車
及

び
多

機
能

車
に

取
り

付
け

た
。

引
き

続
き

災
害

対
応

能
力

強
化

の
た

め
資

機
材

整
備

の
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

⑧
行

政
機

能
/
警

察
/
消

防

⑪
ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災

教
育

・
人

材
育

成

災
害

発
生

時
に

は
、

養
老

警
察

署
警

備
隊

ほ
か

、
岐

阜
県

警
察

本
部

機
動

隊
、

中
部

管
区

機
動

隊
、

広
域

緊
急

援
助

隊
の

応
援

派
遣

、
警

察
法

第
６

０
条

に
基

づ
く

援
助

の
要

請
な

ど
を

通
じ

、
大

規
模

な
警

備
部

隊
の

展
開

を
図

る
計

画
で

あ
る

が
、

引
き

続
き

、
迅

速
な

対
応

を
図

る
た

め
、

部
隊

の
配

置
箇

所
等

に
つ

い
て

事
前

に
協

議
す

る
必

要
が

あ
る

。

養
老

町
消

防
計

画
を

策
定

し
て

い
る

が
、

大
規

模
災

害
発

災
時

に
も

、
災

害
対

応
業

務
を

維
持

し
つ

つ
、

通
常

業
務

を
維

持
す

る
た

め
、

養
老

町
消

防
計

画
に

非
常

時
優

先
業

務
と

人
員

計
画

を
明

確
に

し
、

業
務

継
続

体
制

の
強

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

衛
生

的
な

生
活

環
境

を
保

持
す

る
た

め
に

は
、

災
害

廃
棄

物
処

理
の

推
計

手
法

な
ど

を
用

い
る

な
ど

計
画

的
な

処
理

を
行

な
う

と
と

も
に

、
被

害
の

判
明

状
況

や
処

理
の

進
捗

状
況

に
応

じ
て

定
期

的
な

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

柔
軟

性
を

持
っ

て
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

衛
生

的
な

生
活

環
境

を
保

持
す

る
た

め
に

は
、

被
災

家
屋

に
対

す
る

防
疫

活
動

に
加

え
て

、
速

や
か

な
廃

棄
物

収
集

と
と

も
に

廃
棄

物
撤

去
さ

せ
る

体
制

を
整

え
る

必
要

が
あ

る

養
老

警
察

署
災

害
警

備
計

画
※

に
基

づ
き

警
備

本
部

や
警

備
対

策
室

設
置

基
準

を
定

め
る

こ
と

で
、

災
害

発
生

時
の

迅
速

な
警

察
力

導
入

を
図

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

定
期

的
な

災
害

危
険

個
所

の
見

直
し

、
災

害
救

助
訓

練
に

の
実

施
に

よ
り

更
な

る
迅

速
化

を
推

し
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

※
警

備
本

部
設

置
基

準
や

部
隊

編
成

・
任

務
等

を
定

め
て

い
る

。
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番
号

施
策

分
野

事
態

を
回

避
す

る
た

め
の

施
策

の
名

称
事

態
を

回
避

す
る

た
め

の
施

策
の

概
要

施
策

の
実

績
（

現
状

）
今

後
の

課
題

等
担

当
課

影
響

効
果

の
大

き
さ

緊
急

度
切

迫
度

進
捗

度
平

常
活

用
評

点
重

点
施

策

別
表

３
「

施
策

分
野

」
ご

と
の

脆
弱

性
評

価
結

果

防
災

士
育

成
総

務
課

3
2

2
7

地
域

自
治

町
民

会
議

の
設

立
及

び
活

動
支

援
企

画
財

政
課

2
2

2
6

家
具

の
固

定
建

設
課

2
3

2
7

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

活
用

建
設

課
2

2
2

6

応
急

危
険

度
判

定
士

の
確

保
建

設
課

2
2

3
7

防
災

教
育

の
推

進
教

育
総

務
課

3
2

2
1

8
○

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
関

す
る

人
材

の
育

成
建

設
課

2
1

2
1

6

計
画

的
な

施
設

管
理

（
庁

舎
新

機
械

棟
の

建
設

)
建

設
課

3
3

2
1

9
○

水
道

施
設

耐
震

化
水

道
課

3
3

2
8

○

下
水

道
の

長
寿

命
化

水
道

課
3

3
2

1
9

○

⑪
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
・

老
朽

化
対

策

下
水

道
施

設
を

維
持

す
る

た
め

に
老

朽
管

渠
の

更
新

と
水

処
理

施
設

の
長

寿
命

化
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

本
庁

舎
及

び
電

気
設

備
棟

は
耐

震
性

が
あ

る
が

、
機

械
設

備
棟

に
耐

震
性

が
な

い
。

災
害

時
の

拠
点

に
な

る
役

場
は

一
刻

も
早

く
対

策
を

と
る

必
要

が
あ

る
。

点
検

や
補

修
に

関
す

る
高

度
な

技
術

を
有

す
る

社
会

基
盤

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

エ
キ

ス
パ

ー
ト

（
M
E
）

を
取

得
し

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

維
持

管
理

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

ポ
ン

プ
場

施
設

及
び

管
路

全
体

で
耐

震
化

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

防
災

上
重

要
な

基
幹

施
設

と
し

て
位

置
付

け
た

施
設

の
う

ち
、

優
先

的
に

耐
震

化
対

策
と

老
朽

化
対

策
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

家
具

の
固

定
等

の
必

要
性

を
全

世
帯

に
普

及
さ

せ
、

防
災

教
育

や
取

付
支

援
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

を
活

用
し

、
適

切
な

避
難

行
動

に
つ

い
て

、
一

層
の

周
知

・
啓

発
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

防
災

意
識

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

校
に

お
い

て
防

災
教

育
の

取
組

み
を

継
続

的
に

進
め

る
。

庁
舎

内
及

び
町

内
建

築
士

に
対

し
て

、
判

定
士

や
判

定
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

確
保

に
向

け
た

啓
発

を
行

い
、

建
築

物
・

宅
地

危
険

度
判

定
体

制
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

⑪
ﾘ
ｽ
ｸ
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

防
災

教
育

・
人

材
育

成

防
災

士
は

、
地

域
に

お
け

る
防

災
力

向
上

の
担

い
手

と
な

り
、

そ
の

人
材

を
養

成
す

る
こ

と
は

大
変

重
要

で
あ

る
。

防
災

士
の

資
格

取
得

に
要

す
る

経
費

に
対

し
て

養
老

町
防

災
士

養
成

事
業

補
助

金
を

交
付

し
、

人
材

育
成

を
図

っ
て

い
る

。

災
害

時
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
崩

壊
を

防
ぐ

た
め

、
平

時
か

ら
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

力
維

持
を

図
る

た
め

、
地

域
自

治
町

民
会

議
の

設
立

及
び

活
動

の
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

町
内

１
１

地
区

の
う

ち
３

地
区

で
設

立
済

で
あ

り
、

未
設

立
の

地
区

へ
設

立
を

働
き

か
け

て
い

る
。

防
災

活
動

を
通

し
て

地
域

住
民

全
体

に
ま

で
防

災
意

識
の

醸
成

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
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【 用 語 集 】 

 

用  語 解  説 

き行 

 緊急輸送道路  大規模災害時に、県内の緊急輸送業務（救命活動や物資輸送等）において、円滑

を期するため、事前に国・県・市町村などが指定する道路。 

さ行 

災害廃棄物  災害により損壊・流出した、家屋・家財・自動車・倒木などのがれきのこと。 

サプライチェーン  原料調達、製造、物流、販売、廃棄など一連の流れ全体のこと。 

脆弱性  一般的には、「脆くて弱い性質または性格」のこと。国土強靭化においては、｢最

悪の事態｣を回避するために、現状が有する問題点や課題などのこと。 

自主防災組織  地域住民が協力、連携して、災害から「みんなの地域はみんなで守る」ために活

動することを目的に結成する組織のこと。 

自助、共助、公助  自助：自分の命は自分で守る、自分のことは自分で助けること。 

共助：家族、企業、地域コミュニティで共に助け合うこと。 

公助：行政による救助、支援のこと。 

受援  「受援」とは災害時に、他の地方公共団体や指定行政機関、指定公共機関、民間

企業、NPO やボランティアなどの各種団体から、人的・物的資源などの支援・提

供を受け、効果的に活用すること 

スクリーニング調査 第一次スクリーニング：調査対象地域を設定し、盛土造成地の位置と規模を把

握し、第二次スクリーニング計画を作成する。 

第二次スクリーニング：計画に基づき、盛土造成地の現地調査を行い、地形や

土質等を把握した上で、安定計算を行う。 

た行 

土地改良施設  農業のための用水・排水施設、道路その他農用地の保全または利用上必要な施

設のこと。 

な行 

南海トラフ  静岡県の駿河湾から九州東方の日向灘沖までの約 700 ㎞に渡って続く深い溝状

の地形のこと。 

は行 

ハザードマップ  自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する目的で、被災想定区域や避難

場所・避難経路の位置などを表示した地図のこと。 

避難行動要支援者  高齢者、障害者、乳幼児等の防災施策において特に配慮を必要とする人（要配

慮者）のうち、災害発生時の避難等において特に支援を必要とする人。 

※地域防災計画 P121-122 参照 

や行 

要配慮者  高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する者。 
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ら行 

ライフサイクルコス

ト 

建設物のライフサイクルにわたって発生する費用。建設費から、点検・保守な

どの運用維持管理費用、修繕・更新費用、解体処分費や税金・保険費用まで含

む。 

リエゾン 情報連絡員のこと。災害が発生したまたは発生の恐れのある地方公共団体等に

出向き、地方整備との情報伝達が円滑に行われるための触媒役を果たし、適切

な災害対応を行う上で役立つ情報提供や助言を適時実施。 

リスクコミュニケー 

ション 

関係者の間で、想定されるリスクに関する情報を共有し意見を交換し合うこと

により、問題についての相互理解を深めること。 

英数字 

9.12 豪雨災害 昭和 51 年 9 月 12 日午前 10 時 28 分、台風 17 号の接近に伴う集中豪雨で、安八

郡安八町大森の長良川右岸堤防道路が決壊。 

美濃平野部を中心に雷を伴う集中豪雨となり、降り始めの 8日から 14 日までの

降雨量を見ると、長良、揖斐の両川流域に特に目立って多く、長良川流域では、

大日岳 1,175mm、八幡 1,091mm、蕪山 953mm、白鳥 909mm、美濃 840mm など、揖

斐川流域では、樽見 951mm、大垣 824mm、権現山 645mm など記録的な豪雨となっ

た。このため、中小河川の決壊、溢水が各所で発生するとともに、山崩れ、がけ

崩れ、道路の寸断により、人、家屋、公共施設へ大きな被害を与えた。 

BCP  事業継続計画。災害や事故等の発生により、利用できる資源に制約がある状況

下においても、取り組むべき最低限の非常時優先業務を特定し、その業務を継

続・早期復旧させるための計画のこと。 

ICT 情報通信技術と訳され、主にパソコン、携帯電話、スマートフォン等、フィール

ドセンサー（センサーを用いた環境測定器）、監視カメラ等の機器並びにソフト

ウェア及びアプリケーションの総称。 

KPI Key Performance Indicator の略。目標の達成度合いを図るために、継続的に計

測・監視される定量的な指標のこと。組織や個人が日々活動、業務を進めてい

くにあたり、「何を持って進歩とするのか」を定義するために用いられる尺度。 

PDCA サイクル  計画(plan)、実行(do)、評価(check)、改善(act)のプロセスを順に実施する典型

的なマネジメントサイクルの一つ。このプロセスを繰り返すことによって、継

続的な業務改善活動等の推進が可能 とされる。 

SDGs Sustainable Development Goals の略。平成 27（2015）年９月の国連サミット

で採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された令和

12（2030）年までの国際目標。 

TEC-FORCE 大規模自然災害への備えとして、迅速に地方公共団体等への支援が行えるよう、

平成 20 年 4 月に創設し、本省災害対策本部長等の指揮命令のもと、全国の地方

整備局等の職員が活動。 

大規模な自然災害等に際し、被災自治体が行う被災状況の把握、被害の拡大の

防止、被災地の早期復旧等に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施。 
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